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はじめに

本書では、最新のXSCF Control Package（XCP）の情報とともに、SPARC 
Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバのハードウェア、ファーム
ウェア、ソフトウェア、およびドキュメントに関する重要かつ最新の情報について説
明しています。

注 – SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000
サーバは、高性能で信頼性の高いSPARC64 VII+ または
SPARC64 VII プロセッサを搭載しています。

サーバ名やマニュアル名は、読みやすさのため、省略されていることがあります。た
とえば、「M9000サーバ」と書かれている場合は「SPARC Enterprise M9000サー
バ」、『XSCFリファレンスマニュアル』と書かれている場合は『SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ XSCFリファレンスマニュアル』を表し
ます。

注 – 本書に対応したXCP版数より新しいXCPがリリースされている場合、最新の
XCP版数に対応するマニュアルでのみ記載内容が更新されます。本書とともに、以下
のウェブサイトで最新のXCP版数に対応するマニュアルを参照して、記載内容や使用
方法など、ご使用のXCP版数に関連するマニュアルの訂正がないかご確認ください。

国内サイト
http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/manual/

海外サイト
http://www.fujitsu.com/sparcenterprise/manual/

ここでは、以下の項目について説明しています。

■ 対象読者
■ 本書の利用のしかた
■ 関連マニュアル
■ マニュアルへのフィードバック
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対象読者
本書は、コンピュータネットワークおよびOracle Solarisオペレーティングシステム
（Oracle Solaris OS）の高度な知識を有するシステム管理者を対象にして書かれてい
ます。

本書の利用のしかた
本書は、M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバの、すべてのモデルを対象に
書かれています。ご使用のサーバに応じて、以下の表に示すように、関連する項目を
お読みください。

ファームウェア、ソフトウェアに関連する章（1章、2章、3章）は、すべてのサーバ
共通の情報となっています。この中には、特定のサーバだけに関する記述も含まれて
います。この場合は、該当するサーバ名が明記されています。

ハードウェアに関する情報は、サーバごとに独立した構成（4章、5章、6章）となっ
ています。このうち、すべてのサーバに共通する内容は、ハードウェアのすべての章
に記載されています。そのため、複数のサーバのハードウェア情報を確認する場合
は、記載内容が重複していることがあります。

本書内の章タイトル M3000 M4000/M5000 M8000/M9000

第1章　ソフトウェア要件 ○ ○ ○

第2章　XCP 1112およびXCP 1112に関連する情報 ○ ○ ○

第3章　ソフトウェアに関する情報 ○ ○ ○

第4章　M3000サーバのハードウェアに関する情報 ○

第5章　M4000/M5000サーバのハードウェアに関する情報 ○

第6章　M8000/M9000サーバのハードウェアに関する情報 ○
viii SPARC Enterprise Mx000 サーバ プロダクトノート XCP 1112 版 • 2012 年 6 月



関連マニュアル
ご使用のサーバに関連するすべてのマニュアルは、以下の場所に公開されています。

注 – 本書で説明する情報は、M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバの関連マ
ニュアルの情報よりも優先されます。

以下の表は関連するマニュアルです。

マニュアル リンク

Oracle Solaris OSなどのSun Oracle製
ソフトウェア関連マニュアル

http://www.oracle.com/documentation/

富士通マニュアル（国内サイト） http://jp.fujitsu.com/platform/server/
sparcenterprise/manual/

富士通マニュアル（海外サイト） http://www.fujitsu.com/sparcenterprise
/manual/

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ関連マニュアル マニュアル番号

SPARC Enterprise M3000 サーバ 設置計画マニュアル C120-H030

SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバ 設置計画マニュアル C120-H015

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ 設置計画マニュアル C120-H014

SPARC Enterprise 19 インチラ ッ ク搭載ガイ ド C120-H016

SPARC Enterprise M3000 サーバ はじめにお読みください* C120-E536

SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバ はじめにお読みください * C120-E345

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ はじめにお読みください * C120-E323

SPARC Enterprise M3000 サーバ 製品概要 C120-E537

SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバ 製品概要 C120-E346

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ 製品概要 C120-E324

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 Servers Important Legal 
and Safety Information*

C120-E633

SPARC Enterprise M3000 Server Safety and Compliance Guide / 安全に使用してい
ただくために

C120-E538

SPARC Enterprise M4000/M5000 Servers Safety and Compliance Guide / 安全に使
用していただくために

C120-E348
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SPARC Enterprise M8000/M9000 Servers Safety and Compliance Guide / 安全に使
用していただくために

C120-E326

External I/O Expansion Unit Safety and Compliance Guide / 安全に使用していただ
くために

C120-E457

SPARC Enterprise M4000 Server Unpacking Guide / 開梱の手引き * C120-E349

SPARC Enterprise M5000 Server Unpacking Guide / 開梱の手引き * C120-E350

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ 開梱の手引き * C120-E327

SPARC Enterprise M3000 サーバ インス ト レーシ ョ ンガイ ド C120-E539

SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバ インス ト レーシ ョ ンガイ ド C120-E351

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ インス ト レーシ ョ ンガイ ド C120-E328

SPARC Enterprise M3000 サーバ サービスマニュアル C120-E540

SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバ サービスマニュアル C120-E352

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ サービスマニュアル C120-E330

PCI ボッ クス  インス ト レーシ ョ ン ・ サービスマニュアル C120-E329

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ RCI 構築手順書 C120-E361

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ アド ミ ニス ト レー
シ ョ ンガイ ド

C120-E331

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ XSCF ユーザーズガ
イ ド  

C120-E332

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ XSCF リ ファレンス
マニュアル 

リ リースごと
に変更

SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ Dynamic Reconfiguration
（DR） ユーザーズガイ ド

C120-E335

SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ Capacity on Demand
（COD） ユーザーズガイ ド

C120-E336

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ RCI ユーザーズガ
イ ド

C120-E360

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ プロダク ト ノー ト † リ リースごと
に変更

SPARC Enterprise M3000 サーバ プロダク ト ノー ト リ リースごと
に変更

SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバ プロダク ト ノー ト リ リースごと
に変更

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ関連マニュアル マニュアル番号
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Documentation CD

Documentation CDについては、営業担当者にお問い合わせください。

■ SPARC Enterprise M3000 Server Documentation CD（C120-E541）
■ SPARC Enterprise M4000/M5000 Servers Documentation CD（C120-E365）
■ SPARC Enterprise M8000/M9000 Servers Documentation CD（C120-E364）

『Enhanced Support Facility x.x』CD-ROMで提供
されるマニュアル

リモート保守サービス

■ Enhanced Support Facilityユーザーズガイド REMCS編（C112-B067）

サーバ運用時に必要となる情報

ご使用のサーバのサポートに関する最新情報が、以下のウェブサイトで提供されてい
ます。

■ メッセージ

■ 国内サイト

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/msg/

■ 海外サイト

http://www.fujitsu.com/sparcenterprise/msg/

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ プロダク ト ノー ト リ リースごと
に変更

PCI ボッ クス  プロダク ト ノー ト C120-E456

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ 用語集 C120-E514

SPARC Enterprise/PRIMEQUEST 共通 設置計画マニュアル C120-H007

*. このマニュアルは、印刷されています。

†. XCP1100 以降。

SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ関連マニュアル マニュアル番号
 はじめに xi



■ ファームウェア

■ 国内サイト

ファームウェアは、SupportDeskを契約されているお客さまにおかれまして
は、SupportDesk-Webから入手が可能です。

■ 海外サイト

ファームウェアの最新ファイルの入手方法については、営業担当者にお問い合
わせください。

以下のファイルおよびドキュメントが提供されます。

■ ファームウェアプログラムファイル（XSCF Control Package （XCP）ファイ
ル）

■ XSCF拡張MIB（OPL-SP-MIB）定義ファイル

注 – XSCF Control Package（XCP）: XCPとは計算機システムを構成するハードウェ
アの制御プログラムをパッケージ化したものです。XCPファイルにはXSCFファーム
ウェアとOpenBoot PROMファームウェアが含まれます。

■ Fault Management MIB（SUN-FM-MIB）定義ファイル
http://src.opensolaris.org/source/xref/onnv/onnv-
gate/usr/src/lib/fm/libfmd_snmp/mibs/

マニュアルへのフィードバック
本書に関するご意見、ご要望がございましたら、次のウェブサイトからお問い合わせ
ください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/manual/
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第 章1

ソフトウェア要件

ここでは、SPARC Enterprise  M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ
（M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ）を使用するために必要なソフト
ウェア要件について説明します。

■ XCP／Oracle Solaris OSおよび必須パッチ
■ XCPおよびOracle Solaris OSパッチの入手
■ ウェブブラウザ

XCP／Oracle Solaris OSおよび必須パッ
チ
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバでは、搭載されているプロセッサに
よって、サポートされるXCP、Oracle Solaris オペレーティングシステム（Oracle 
Solaris OS）が異なります。

以下に、M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバでサポートされるXCP、
Oracle Solaris OSおよび必須パッチの一覧を示します。
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注 – パッチは以下に記載されている順番に適用してください。パッチを含めたCPU
のアップグレード手順については、『SPARC Enterprise M8000/M9000サーバ サー
ビスマニュアル』を参照してください。

表 1-1 XCP ／ Oracle Solaris OS ／ Oracle Solaris OS パッチのサポート一覧

サーバ : プロセッサ XCP Oracle Solaris OS 必須パッチ

M4000/M5000: SPARC64 VII+ 2.66 GHz
M8000/M9000: SPARC64 VII+ 3.00 GHz 

1100以降 • Oracle Solaris 11 11/11
• Oracle Solaris 10 8/11
• Oracle Solaris 10 9/10 
• Oracle Solaris 10 10/09
• Oracle Solaris 10 5/09

• Oracle Solaris 10 10/08

• Oracle Solaris 10 5/08

• Oracle Solaris 10 8/07

バッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

M4000/M5000: SPARC64 VII 2.53 GHz
M8000/M9000: SPARC64 VII 2.88 GHz 

1090以降 • Oracle Solaris 11 11/11
• Oracle Solaris 10 8/11
• Oracle Solaris 10 9/10 
• Oracle Solaris 10 10/09
• Oracle Solaris 10 5/09

• Oracle Solaris 10 10/08

• Oracle Solaris 10 5/08

• Oracle Solaris 10 8/07

バッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**
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M4000/M5000: SPARC64 VII 2.4 GHz
M8000/M9000: SPARC64 VII 2.52 GHz 

1070以降* • Oracle Solaris 11 11/11
• Oracle Solaris 10 8/11
• Oracle Solaris 10 9/10 
• Oracle Solaris 10 10/09
• Oracle Solaris 10 5/09
• Oracle Solaris 10 10/08
• Oracle Solaris 10 5/08
• Oracle Solaris 10 8/07

バッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

137137-09

119254-51 以降

125891-01 以降

127755-01 以降

127127-11

M4000/M5000: SPARC64 VI 2.15 GHz
M8000/M9000: SPARC64 VI 2.28/2.4 GHz 

1040以降 • Oracle Solaris 11 11/11
• Oracle Solaris 10 8/11
• Oracle Solaris 10 9/10 
• Oracle Solaris 10 10/09
• Oracle Solaris 10 5/09
• Oracle Solaris 10 10/08
• Oracle Solaris 10 5/08
• Oracle Solaris 10 8/07
• Oracle Solaris 10 11/06

バッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

137137-09

パッチなし

118833-36††

125100-04以降

120068-03以降

123839-07以降

125424-01以降

125075-01以降

125670-02以降

M3000: SPARC64 VII+ 2.86 GHz 1101以降 • Oracle Solaris 11 11/11
• Oracle Solaris 10 8/11
• Oracle Solaris 10 9/10‡ 

バッチなし

パッチなし

パッチなし

M3000: SPARC64 VII 2.75 GHz 1091以降 • Oracle Solaris 11 11/11
• Oracle Solaris 10 8/11
• Oracle Solaris 10 9/10 
• Oracle Solaris 10 10/09
• Oracle Solaris 10 5/09

• Oracle Solaris 10 10/08

バッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

PTF R10021またはそれ以
降のPTFに含まれるすべ
てのパッチ**

表 1-1 XCP ／ Oracle Solaris OS ／ Oracle Solaris OS パッチのサポート一覧（続き）

サーバ : プロセッサ XCP Oracle Solaris OS 必須パッチ
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注 – Oracle Solaris 10 8/07インストール用DVD では、SPARC64 VII プロセッサを搭
載したドメインをブートできません。SPARC64 VII プロセッサを搭載したドメイン
に対して新規にOracle Solaris OSをインストールする場合は、Oracle Solaris 10 5/08
以降のインストール用DVDを使用してください。

その他のOracle Solaris OSの情報については、46ページの「Oracle Solaris OSに関す
る不具合と回避方法」を参照してください。

XCPおよびOracle Solaris OSパッチの入
手
■ 国内サイト

最新のXCPファームウェア、およびOracle Solaris OSパッチは、SupportDeskを契
約されているお客さまにおかれましては、SupportDesk-Webから入手が可能で
す。

■ 海外サイト

最新のXCPファームウェア、およびOracle Solaris OSパッチの入手方法について
は、営業担当者にお問い合わせください。

M3000: SPARC64 VII 2.52 GHz 1080以降*† • Oracle Solaris 11 11/11
• Oracle Solaris 10 8/11
• Oracle Solaris 10 9/10 
• Oracle Solaris 10 10/09
• Oracle Solaris 10 5/09
• Oracle Solaris 10 10/08
• Oracle Solaris 10 5/08

バッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

パッチなし

119254-59、138866-01、
137137-09、138504-04 

*. 8GB DIMMを搭載する場合は、XCP 1081以降にしてください。

†. XCP 1080は、M3000サーバでサポートされるXCPの、最初の版数です。

‡. Oracle Solaris 10 9/10より前の版数をインストールした場合、オンボードLAN（bgeドライバ）が動作しません。必ず、Oracle Solaris 10
9/10以降の版数を使用してください。

**.PTFの詳細については、営業担当者または当社技術員にお問い合わせください。

††.125100-04の前に118833-36を適用してください。

表 1-1 XCP ／ Oracle Solaris OS ／ Oracle Solaris OS パッチのサポート一覧（続き）

サーバ : プロセッサ XCP Oracle Solaris OS 必須パッチ
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ウェブブラウザ
XSCF Webは、多くのウェブブラウザでサポートされます。このうち、XSCF Webの
動作が確認されているウェブブラウザは、表 1-2のとおりです。その他のXSCF Web
の情報については、10ページの「XSCF Webに関する留意点」を参照してください。

表 1-2 動作確認済みのウェブブラウザのバージョン

ウェブブラウザ バージョン

Microsoft Internet Explorer 6.0/7.0/8.0/9.0 

Firefox（Windows版） 3.6.25/8.0/9.0

Firefox（Oracle Solaris 10版） 2.0/3.5.9/3.6.22

Firefox（Oracle Solaris 11版） 6.0
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第 章2

XCP 1112 および XCP 1112 に関連
する情報

ここでは、XCP 1112およびXCP 1112に関連する情報について説明します。

■ 留意点および制限事項
■ XCP 1112での不具合と回避方法
■ XCP 1112へのアップデート

留意点および制限事項
ここでは、本リリース時点でわかっている留意点および制限事項について説明しま
す。

SPARC64 VII+およびSPARC64 VIIプロセッサに関
する制限事項

SPARC64 VII+およびSPARC64 VIIプロセッサが搭載されたCPU／メモリボードユニ
ットをご使用のサーバに搭載する前に、XCPとOracle Solaris OSのアップデートを完
了させておく必要があります。

Active Directoryに関する留意点
■ Active Directoryが有効の場合、telnetを使用してログインを試みると、2台目以降

の代替サーバに対する問合わせがタイムアウトして、ログインに失敗することが
あります。
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■ setad(8)コマンドの timeoutオペランドで設定した値が小さい場合、XSCFにログ
インすると、ユーザー権限が付与されないことがあります。このときは、timeout
の設定値を大きくして再度実行してください。

LDAP/SSLに関する留意点

setldapssl(8)コマンドの timeoutオペランドで設定した値が小さい場合、XSCFに
ログインすると、ユーザー権限が付与されないことがあります。このときは、
timeoutの設定値を大きくして再度実行してください。

電力モニタ機能に関する留意点（M3000サーバ）
■ 以下のような場合、MIB情報やshowenvironment powerコマンドおよびXSCF 

Webで、消費電力の値が正しく表示されないことがあります。1分後に、再度、値
を確認してください。

■ 本体装置の電源投入／切断中、あるいは投入／切断完了後しばらくの間
■ 電源ユニットの活性交換中、あるいは活性交換完了後しばらくの間

■ 電力モニタ機能で表示される数値は、本体装置の消費電力を示します。周辺装置
に対する数値は含まれません。

エアーフローインディケーターに関する留意点
■ 以下のような場合、MIB情報やshowenvironment airコマンドおよびXSCF 

Webで、排気量の値が正しく表示されないことがあります。1分後に、再度、値を
確認してください。

■ 本体装置の電源投入／切断中、あるいは投入／切断完了後しばらくの間
■ 電源ユニットの活性交換中、あるいは活性交換完了後しばらくの間

■ エアーフローインディケーターで表示される数値は、本体装置の排気量を示しま
す。周辺装置に対する数値は含まれません。

NTPサーバに関する留意点
■ ドメインはXSCFをNTPサーバとすることを推奨します。この場合、以下の注意が

必要です。

■ XSCFは、外部NTPサーバに接続しなければなりません。
■ XSCFのほか、1つまたは複数のNTPサーバをドメインに接続する場合は、XSCF

に指定したNTPサーバと同じサーバに接続してください。
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NTPの詳細については、当社技術員にお問い合わせください。NTP設定の詳細に
ついては、『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ 
XSCF ユーザーズガイド』を参照してください。

NTPサーバがローカルクロックを参照している場合の留意点

XSCFの参照するNTPサーバが、サーバ自身のシステム時刻（ローカルクロック）を
参照し、そのローカルクロックにアドレス「127.127.1.0」が設定されている場合、
XSCFで時刻同期できないことがあります。

XSCF自身の持つローカルクロックのアドレスは「127.127.1.0」で固定となっていま
す。いっぽう、XSCFが参照するNTPサーバのローカルクロックのアドレスが
「127.127.1.0」に設定されていると、クロックソース（refid）のアドレスがXSCF自
身の持つローカルクロックのアドレスと同じ値になります。このようなNTPサーバ
は、XSCFの時刻同期の対象から外されます。

showntp -lコマンドを実行すると、XSCFで設定されているNTPサーバ自身のクロ
ックソース、およびXSCF自身のローカルクロックのアドレスが参照できます。

出力された2つのNTPサーバのうち、上段（192.168.1.2）はsetntp(8)コマンドで設定
されたNTPサーバです。refidがLOCAL(0)となっているため、このNTPサーバのクロ
ックソースには、アドレスが「127.127.1.0」のローカルクロックが設定されていま
す。いっぽう、下段はXSCF自身のローカルクロックです。XSCF自身のローカルクロ
ックのアドレスは「127.127.1.0」で固定となっています。これにより、NTPサーバ
（192.168.1.2）はXSCFの時刻同期の対象から外れてしまうため、XSCFは自身のロー
カルクロックに時刻同期することになります。

以下のいずれかの方法で回避することにより、setntp(8)コマンドで設定したNTP
サーバと正しく時刻同期できるようになります。

● XSCFに設定されているNTPサーバが参照するクロックソースを変更する

showntp -lコマンドを使用して、XSCFに設定されているNTPサーバのクロック
ソースを確認します。refidがLOCAL(0)と出力されるNTPサーバは、アドレスが
「127.127.1.0」のローカルクロックを参照しているため、別のクロックソースを参照
するように変更してください。

NTPサーバのクロックソースを変更する場合は、他のNTPクライアントに影響がない
ことを、事前に確認してください。

XSCF> showntp -l
remote refid st t when poll reach delay offset jitter
==============================================================================
192.168.1.2 LOCAL(0) 3 u 10 1024 377 0.000 0.000 0.000
*127.127.1.0 .LOCL. 5 l 28 64 377 0.000 0.000 0.008
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● NTPサーバのローカルクロックのアドレスを変更する

XSCFが参照するNTPサーバの、ローカルクロックのアドレスを「127.127.1.1」また
は「127.127.1.2」または「127.127.1.3」に変更します。Oracle Solaris OSの 
/etc/inet/ntp.confを変更します。変更を有効にするには、NTPデーモンの再起
動が必要です。

NTPサーバのローカルクロックのアドレスを変更する場合は、他のNTPクライアント
に影響がないことを、事前に確認してください。

● NTPサーバのstratum値を変更する

XSCFが参照するNTPサーバのstratum値を1に変更します。stratum値が1のNTPサー
バは最上位のクロックソースとなり、refidは持ちません。したがって、XSCF自身の
ローカルクロックのアドレスと同じになることはありません。

NTPサーバのstratum値を変更する場合は、他のNTPクライアントに影響がないこと
を、事前に確認してください。

● XSCF自身のローカルクロックのアドレスを変更する

setntp -m localaddr=valueコマンドを使用して、XSCF自身のローカルクロック
のアドレスを変更します。valueには、ローカルクロックのクロックアドレス
「127.127.1.x」 の、最下位バイトを指定します。0 から3 までの数値で指定できま
す。valueに1から3までのいずれかの値を指定することにより、ローカルクロックを
参照しているNTPサーバのアドレスと、XSCF内部のローカルクロックのアドレスが
一致しなくなるため、ローカルクロックを参照しているサーバでも、XSCFのNTP
サーバに設定できるようになります。

XSCF Webに関する留意点
■ XSCF Webでは、Windows 7、かつInternet Explorer 8.0または9.0環境下で、ビル

トインAdministratorアカウントでの使用をサポートしていません。

■ Internet Explorer 8.0で、画面内部の水平フレームを上下させてフレームの高さを
変更後、[Monitor Msg Show/Hide]ボタンを使用すると、画面の背景色が黒くな
る場合があります。この場合は、[表示]-[最新の情報に更新]を選択するか[F5]キー
を押して、ブラウザを更新し、ログイン直後の画面に戻してください。

なお、画面内部の水平フレームを上下させてフレームの高さを変更した場合は、
[Monitor Msg Show/Hide]ボタンを使用しないでください。

■ M4000/M5000/M8000/M9000サーバ：
XSCF Webは、PCIボックス管理機能をサポートしていません。
なお、M3000サーバは、PCIボックスをサポートしていません。

■ M3000/M4000/M5000サーバ：
XSCF Webを使用し、XCPのインポートまたはファームウェアをアップデートする
場合、ウェブブラウザ上にSession ID errorが表示されることがあります。また、
Autologout設定でタイムアウト時間を30分以上で指定すると、ファームウェアア
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ップデートの際にInternal Server Errorが表示されることがあります。現在のブラ
ウザを閉じてから、新しいブラウザを開いて、XSCF Webに接続しなおしてくださ
い。

M8000/M9000サーバ：
XSCF Webを使用し、XCPのインポートまたはファームウェアをアップデートする
場合、ウェブブラウザ上にSession ID errorが表示されることがあります。また、
ファームウェアアップデートの際にInternal Server Errorが表示されることがあり
ます。現在のブラウザを閉じてから、新しいブラウザを開いて、XSCF Webに接続
しなおしてください。

■ Internet Explorer 6または7、Firefox 2環境下でXSCF Webを使用するとき、ブラウ
ザに検索ツールなどのプラグインが組み込まれている場合は、プラグインを削除
する、またはポップアップブロック設定を無効にしてください。

Internet Explorer 8または9、Firefox 3、6、8、または9環境下でXSCF Webを使用
するときは、ポップアップブロック設定を無効にしてください。

■ Firefox  3、6、8、または9環境下でXSCF Webを使用する場合、XSCFログイン時
に、ブラウザからログインID／パスワードの保存を要求されることがあります。
このときログインID／パスワードを保存しないでください。ログインID／パス
ワードを保存すると、保存されたデータがLDAP、SMTP、およびREMCSのWeb
ページに表示されてしまうことがあります。

以下のどちらかを設定して、ブラウザのログインID／パスワード保存機能を無効
にしてください。

■ ブラウザ全体のログインID／パスワード保存機能を無効にする

[ツール]-[オプション]-[セキュリティ]タブにある[パスワード]-「サイトのパス
ワードを保存する」のチェックを外します。

■ ログインID／パスワード保存の例外サイトに指定する

[ツール]-[オプション]-[セキュリティ]タブにある[パスワード]-[サイトのパス
ワードを保存する]をチェックしたあと、XSCFログイン時に出力されるID／パ
スワード保存のためのダイアログにある、[このサイトでは記憶しない]ボタン
をクリックします。これにより、ID／パスワード保存の[例外サイト]リストに
XSCFのアドレスが登録され、以降のXSCFへのログイン時に、ID／パスワード
保存のためのダイアログが出力されなくなります。

その他の留意点および制限事項

注意 – M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ：
Dynamic Reconfiguration（DR）およびホットプラグに関する不具合については、46
ページの「Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法」 を参照してください。
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■ M4000/M5000/M8000/M9000サーバ：
消費電力を出力するための以下の機能は、M4000/M5000/M8000/M9000サーバで
はサポートしていません。

■ showenvironment(8)コマンドのpowerオペランド

■ XSCF Web

注 – コマンドまたはメニューを実行すると、無効な値が出力されます。SNMPエー
ジェント機能でも消費電力の無効な値が取得されます。

■ M4000/M5000サーバ：
M4000/M5000サーバは停止交換で使用します。CPUモジュール（CPUM）、メモ
リボード（MEMB）、I/Oユニット（IOU）およびXSCFユニットの活性交換はサ
ポートされていません。

■ M8000/M9000サーバ：
CD-RW/DVD-RWドライブユニットとテープドライブユニットを同時に使用しな
いでください。

■ setarchiving(8)、showarchiving(8)コマンド、およびXSCF Webの[Log 
Archives]メニューによるログアーカイブ機能はサポートしていません。

■ 外部電源制御装置（F7973RC1）の外部電源制御インターフェースを使用すると
き、以下の通知信号はサポートされていません。

■  OSパニックまたは本体装置ハードウェア異常信号（*CPUN/RTNU）
■  本体装置ハードウェア異常信号（電源異常、温度異常、ファン異常）

（*ALARM）

■ M8000/M9000サーバ：
XCP 1050以降のXCPをインストールしたM8000/M9000サーバではXSCFユニット
の二重化機能が動作しています。
このため、1050版以降のXCPをインストール済みのサーバに、XSCF二重化機能が
サポートされていないXCP 1040またはXCP 1041を再インストールすることはでき
ません。

■ 以下の語はシステムに予約されているため、ユーザーアカウント名に使用するこ
とはできません。
root、bin、 daemon、 adm、operator、nobody、sshd、 rpc、rpcuser、
ldap、apache、ntp、admin、default、proxyuser 

■ XSCF-LANはオートネゴシエーションに対応しています。XSCF-LANと全二重固
定で設定されているネットワーク機器を接続した場合、IEEE802.3の規約によっ
て、XSCF-LANは半二重モードで通信します。これにより、ネットワークの通信
速度が遅くなったり、通信異常が発生したりする場合があります。XSCF-LANと
接続するネットワーク機器は、必ずオートネゴシエーションに設定してくださ
い。
12 SPARC Enterprise Mx000 サーバ プロダクトノート XCP 1112 版 • 2012 年 6 月



■ M4000/M5000/M8000/M9000サーバ：
CODボードに対してDR操作をしているときに、addcodactivation(8)、
addcodlicense(8)、deletecodactivation(8)、deletecodlicense(8)、
setcod(8)コマンドを実行しないでください。

■ snapshot(8)コマンドの-e、-P、-lオプションは現時点ではサポートされていま
せん。 

■ XSCFユーザーアカウント名とLDAPユーザー名に同じ名前を使用することはでき
ません。また、XSCFユーザーアカウントのUIDとLDAP UIDに同じIDを使用する
ことはできません。 

■ システムボードで故障が発生し、システムボードのFRU情報が読めない場合、
XSCFはシステムボードをCODボードとみなします。showboards -vaコマンドで
は、CODステータスが "y"と表示されます。この場合は、故障したシステムボード
を交換してください。

XCP 1112での不具合と回避方法
XCP 1112で発生しうるXCPの不具合については、17ページの「XCP 1112で発生しう
る不具合」を、XCP 1112で解決されたXCPの不具合については、20ページの「XCP 
1112で解決された不具合」を参照してください。

XCP 1112へのアップデート
XCPを1112へアップデートする場合には、現在使用しているXCP版数によって、以下
の点に注意してください。

なお、XCP 1050以降からXCP 1112へのアップデート手順については、『SPARC 
Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ XSCF ユーザーズガイド』
を参照してください。

XSCFファームウェアのリセット

ファームウェアをXCP 1112にアップデートしたあとは、rebootxscf(8)コマンドを
使用して、必ずXSCFをリセットしてください。
第 2 章 XCP 1112 および XCP 1112 に関連する情報 13



XCP 104xを使用している場合（M8000/M9000
サーバ）
■ XCP 1112へ直接アップデートすることはできません。

いったん、XCP 1050からXCP 1070までのいずれかの版数へアップデートしてか
ら、XCP 1112へアップデートしてください。XCP 1050からXCP 1070までのいずれ
かのバージョンへアップデートする手順は、各版数のプロダクトノートを参照し
てください。

■ "admin" という名前のアカウントを削除してください。
"admin" という名前のアカウントは、XCP 1050以降へのアップデートの前に削除
しなければなりません。このアカウント名は、XCP 1050以降用に予約されます。
アカウントを削除するには、deleteuser(8)コマンドを使用してください。

XCP 1070以前を使用している場合
（M8000/M9000サーバ）

XCP 1112へのアップデート中に稼働していたドメインに対し、Dynamic 
Reconfiguration（DR）機能によって、SPARC64 VII プロセッサを追加または交換す
る場合は、OpenBoot PROMファームウェアをアップデートする必要があります。
OpenBoot PROMファームウェアは、XCPをアップデートしたあとに、ドメインを再
起動することでアップデートされます。上記の理由により、XCP 1112へアップデー
トしたあとは、SPARC64 VII プロセッサの追加または交換に関わらず、すべてのド
メインを再起動することを強くお勧めします。
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第 章3

ソフトウェアに関する情報

ここでは、M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバのソフトウェアに関する特
記事項や不具合について説明します。

■ 留意点および制限事項
■ XCPに関する不具合と回避方法
■ Oracle Solaris OSに関する不具合と回避方法
■ ソフトウェアマニュアルの変更内容
■ その他の情報

留意点および制限事項

RCI機能に関する留意点

RCI機能は、下記のいずれかの装置でサポートされます。

■ 日本で富士通から購入した装置
■ 購入地域に関わらず、富士通ロゴを装置前面に配した装置*1

なお、RCI機能をご使用の場合は、『SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ RCI構築手順書』および『SPARC 
Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ RCIユーザーズガイド』を
参照してください。

*1.筐体の色が黒で、富士通のロゴだけを装置前面に配した装置が対象です。
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リモート保守サービスに関する留意点

ここでは、リモート保守サービスを使用する場合の留意点について説明します。
REMCSの設定方法および使用方法については、『Enhanced Support Facilityユー
ザーズガイド REMCS編』を参照してください。

リモート保守サービスの設定の前に

M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバでリモート保守サービスを使用するに
は、XSCF WebでREMCSエージェント機能に関する設定を行う必要があります。

したがって、HTTPS設定を有効にするなど、XSCF Webを使用するために必要な設定
を、事前に、XSCFシェルで済ませておいてください。設定したら、XSCF Webで
REMCSエージェント機能に関する設定を行ってください。

なお、XSCF Webの設定の詳細については、『SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ XSCFユーザーズガイド』を参照してく
ださい。

REMCSエージェント機能の有効／無効について

REMCSエージェント機能はデフォルトで有効です。REMCS エージェント機能を有
効／無効に設定する場合は、保守作業者に連絡してください。

REMCSエージェント機能のタイムゾーンについて

REMCSエージェントでは、現在システムで設定されているタイムゾーンを使用しま
す。 このため、XSCF でシステムのタイムゾーンを変更した場合、REMCS センター
の情報を更新するために、定期接続スケジュールを設定しなおしてください。

 XCPに関する不具合と回避方法
この章では、XCPに関する不具合について記載します。表 3-1、表 3-2、表 3-3はご使
用のXCP版数によって発生しうる不具合を示しています。
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XCP 1112で発生しうる不具合

表 3-1 に、XCP 1112で発生しうる不具合とこれらの不具合に対する回避方法を示しま
す。

表 3-1 XCP 1112 で発生しうる不具合と回避方法

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

RTIF1-
070914-025

○ Firmware UpdateページのXCP Syncを
実行すると15分後に"Another 
flashupdate is now processing"の
エラーメッセージ、"ページを表示でき
ません"または空白ページが表示される
場合があります。

有効な回避方法はありません。ただし、
XCP Sync処理は継続して実行されてい
ます。監視メッセージ上のXSCF update
完了メッセージにより、Sync処理の完
了を確認してください。

RTIF1-
071116-001

○ CPU／メモリボードユニットの活性交
換(addfru(8)コマンドまたは
replacefru(8)コマンド)でシステム
ボードの診断テストを実行せずに交換を
終了させた場合、続けてDR操作を行う
と、ボードがDRで利用できないという
間違ったメッセージでエラーになる場合
があります。

addfru(8)またはreplacefru(8)コマン
ドの保守メニューにある診断テストを必
ず実行してください。addfru(8)または
replacefru(8)コマンドの保守メ
ニューで診断テストを実行し忘れた場合
には、testsb(8)コマンドにより診断テ
ストを実行するか、deletefru(8)コマ
ンドでCPU／メモリボードユニットと
I/Oユニットをいったん削除してから
addfru(8)コマンドの保守メニューで診
断テストを行ってください。

RTIF1-
071126-002

○ 初期導入時にメインラインスイッチを投
入したとき、以下のいずれかのエラーロ
グが登録される場合があります。

    PSU shortage
  XSCF watchdog timeout

  XSCFU hang-up is detected

  XSCF process down detected

システムの電源切断／投入（AC 
OFF/ON）を実行してください。

再度エラーログが登録された場合は、再
度、本体装置の電源切断／投入（AC 
OFF/ON）を実行してください。電源
を再投入する場合は、電源を切断したあ
と30秒以上待ってから電源を投入してく
ださい。

RTIF1-
080725-001

○ ○ ○ setsnmp addv3traphostを実行した
場合、トラップホストが動作していな
い、ユーザー名やパスワードの間違いな
どの理由で、認証に失敗すると、以降の
SNMP トラップが通知されません。

有効な回避方法はありません。

SNMP トラップホストが起動されてい
ることを確認の上、正しいユーザー名で
setsnmp(8) コマンドを再度実行してく
ださい。

RTIF1-
080725-002

○ ○ ○ SNMPv3 トラップを設定している場合、
XSCF で watchdog タイムアウトが発生
し XSCF がリセットされると、以降の
SNMP トラップが通知されません。

XSCF をリセットしてください。
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RTIF1-
081016-002

○ FRUが（システムの電源切断を伴い）停
止交換されたとき、（電源投入後）監視
プロセスが、発生した交換操作を示すよ
うな監視メッセージログのエントリーを
生成しない場合があります。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
081225-001

○ ○ ○ settimezone -c adddstコマンド
で、タイムゾーンの略称とサマータイム
名を8文字以上に設定すると、
showlogsコマンド実行時に
segmentation faultが発生し、コマンド
が異常終了します。

タイムゾーンの略称とサマータイム名は
7文字以内で指定してください。

RTIF1-
090108-003

○ ○ ○ XSCF Webで表示される[Last Update]の
日時が更新されない場合があります。

ブラウザ画面を更新してください。

RTIF1-
090427-005

○ ○ ○ setpasswordpolicy(8)コマンドで 
Different Charactersに "9999999999"
（10桁）を設定したあと、
showpasswordpolicy(8)コマンドで表
示すると"-1"になってしまいます。

有効な回避方法はありません。

XSCF Webを使用してください。

RTIF1-
090731-001

○ DIMMのcorrectable error（CE）が発生
している状態でXSCFの二重化切替えが
発生すると、エラーログにXSCFU 
hang-up is detectedが登録される
場合があります。

このエラーログは無視しても差し支えあ
りません。

RTIF1-
100331-002

○ ○ ○ 8 Gbpsファイバーチャネルカード
（SE0X7F21F、SE0X7F22F）に接続され
たディスクからドメインを起動する場
合、ディスクの故障などが原因でドメイ
ンを起動できないと、"FRU: 
/UNSPECIFIED" のエラーログが登録さ
れることがあります。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
110222-001

○ ○ ○ -rオプションに0を指定して
setpasswordpolicy(8)コマンドを実
行すると、XSCFユーザーは、パスワー
ドを変更できず、Operation failed
のメッセージが表示されます。

setpasswordpolicy -r 0を実行しな
いでください。

RTIF1-
120216-001

- ○ ○ PCIホットプラグ機能で PCI カードを活
性増設したり、PCIボックスを活性保守
または活性増設したりすると、失敗する
ことがあります。

対象のドメインを停止してからPCIカー
ドを増設、またはPCIボックスを保守、
増設してください。

表 3-1 XCP 1112 で発生しうる不具合と回避方法 （続き）

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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RTIF1-
120326-001

○ ○ ○ コロン（:）を含むパスワードで
setldap -pコマンドを実行すると、
LDAP構成に問題が発生します。

有効な回避方法はありません。

復旧するには、restoreconfig(8)コマ
ンドを使用して、最新で動作していた
LDAP構成を復元してください。

RTIF1-
120329-001

○ ○ ○ setssh -c genhostkeyコマンドで
XSCFホスト鍵を再生成したあと、接続
していた他のXSCFユーザーがXSCFコマ
ンドを実行すると、permission 
deniedのエラーが出力されることがあ
ります。

XSCFホスト鍵を生成したあとは、XSCF
をリセットしてください。

RTIF1-
120329-002

○ ○ ○ Sun Flash Accelerator F20 PCIeカード上
のエネルギーストレージモジュール
（ESM）の枯渇寿命（lifetime）が誤っ
て報告されたり、表示できなかったりす
る場合があります。枯渇ESMが報告され
ない場合があります。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
120329-003

○ ○ ○ ドメイン上でREPAIRED/RESOLVEDと
マークされた故障が、ドメインのリブー
トまたはXSCFのリセットのたびに、
XSCFに再送されます。XSCFが交換され
ていない場合、これは問題にはならず、
新規故障も発生しません。しかし、
M4000/M5000サーバ上のXSCFまたは
M3000サーバ上のMBUが交換されてい
る場合、解決済みの問題に対する新規故
障が発生する場合があります。

XSCFまたはMBUの交換後に新規故障が
発生する場合は、fmdump -Vの出力結果
でsolaris -u uid()を確認し、その故障が
本物であるかどうかを判断してくださ
い。

RTIF1-
120329-004

○ ○ ○ XSCFユニットがOps Centerで監視され
ているとき、サービスプロセッサが不意
にリセットされたり、フェイルオーバー
したりすることがあります。

XSCFユニットのOps Centerからの監視
を無効にしてください。

表 3-1 XCP 1112 で発生しうる不具合と回避方法 （続き）

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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XCP 1112で解決された不具合

表 3-2 に、XCP 1112で解決された不具合を示します。

XCP 1112以前で解決された不具合

表 3-3 に、XCP 1112以前で解決された不具合を示します。

表 3-2 XCP 1112 で解決された不具合

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

RTIF1-
120424-001

○ XSCFボード故障によるXSCFボード交換
作業において、ごくまれに
replacefru(8)コマンドでの部品交換
に失敗する場合があります。

有効な回避方法はありません。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

RTIF1-
070418-004

○ ○ XCPをアップグレードする場合は、ドメ
インの電源が切れている必要がありま
す。

flashupdate(8) コマンドを実行する前
に、ドメインの電源を切ってください。

RTIF1-
070418-005

○ ○ ブート中のSCFにログインすると、
XSCF>プロンプトの代わりにbash$プロ
ンプトを取得し、ほとんどの操作を実行
できなくなることがあります。

bash$プロンプトをログアウトし、
XSCFがブートを完了するまで待ってく
ださい。
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RTIF1-
070418-009

○ ○ ○ XSCFが動作中、プロセスダウン、
watchdogタイムアウトまたはハング
アップが発生し、XSCFがリセットする
場合があります。

M8000/M9000サーバ：
XSCF が起動されていることを確認して
ください。

起動されていないXSCFが存在する場
合、replacefru(8) コマンドを実行し
て、対象のXSCFユニットの抜き差しを
行ってください。または、全ドメインを
停止後、本体装置の電源切断/ 投入
（AC OFF/ON）を実行してください。
電源を再投入する場合は、電源を切断し
たあと30秒以上待ってから電源を投入し
てください。

M4000/M5000サーバ：
XSCF が起動されていることを確認して
ください。

起動されていない場合は、全ドメインを
停止後、本体装置の電源切断/ 投入
（AC OFF/ON）を実行してください。
電源を再投入する場合は、電源を切断し
たあと30秒以上待ってから電源を投入し
てください。

M3000サーバ：
XSCF が起動されていることを確認して
ください。

起動されていない場合は、ドメインを停
止後、本体装置の電源切断/ 投入（AC 
OFF/ON）を実行してください。電源
を再投入する場合は、電源を切断したあ
と30秒以上待ってから電源を投入してく
ださい。

RTIF1-
070418-010

○ ○ showdomainstatus -a コマンドでは
ドメインステータスがPowered Offと表
示されますが、showboards -a コマン
ドではドメインがテスト中と表示されま
す。

showboardsコマンドを使用して、ドメ
イン電源のステータスを確認してくださ
い。

showdomainstatusコマンドでは、正
しいステータスを表示するのに、より時
間がかかります。

RTIF1-
070418-011

○ ○ コンフィギュレーションデータをアップ
デートするコマンドに、実行に比較的長
い時間を要するものがあります。

set* コマンドをキャンセルしないでく
ださい。これらのコマンドはハングした
ように見えますが、最終的には約30秒以
内に完了します。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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RTIF1-
070418-012

○ ○ fault (memory.block.ue)が周期的に見
つかり、報告されます。

あるDIMMの中にuncorrectable error が
存在しており、このDIMMは交換される
べきです。

RTIF1-
070418-020

○ ○ XSCF Web を使用してファームウェアイ
メージをインポートするときにイメージ
が破損した（たとえばインポート中にブ
ラウザウィンドウが閉じられた）場合、
flashupdate コマンドで内部エラーが
報告されることがあります。CR ID 
6537996 も同様です。

コマンドgetflashimage -d を使用
し、破損したイメージを削除します。必
要に応じて、XSCFユニットをリセット
してから、再度flashupdateコマンド
を使用して内部エラーをクリアします。

RTIF1-
070418-021

○ ○ moveboard(8)コマンドを使用してCOD
ボードを移動しようとすると、失敗する
ことがあります。

moveboard(8)コマンドの代わりに、
deleteboard(8)コマンドと
addboard(8)コマンドを使用してくださ
い。

RTIF1-
070418-022

○ ○ XSCFファームウェアが自身をモニタ
し、なんらかの異常を検出すると、強制
的にリセットします。

XSCFユニットのリセットを完了させて
ください。およそ5分以内に通常動作に
戻ります。

RTIF1-
070418-023

○ ○ rebootxscf(8)を使用すると、プロセ
スダウンエラーになることがあり、これ
はMSG ID SCF-8005-NEのFMAイベン
トの可能性があります。

このイベントは、無視してください。

RTIF1-
070418-025

○ ○ showaudit all コマンドが、データ
ベースのクリア後、policy sectionに
defaultsの長いリストを表示します。

以下の設定で、データベースをアップ
デートしてください。

setaudit -a opl=enable

setaudit -a opl=default

RTIF1-
070528-001

○ ○ Oracle Solaris OSの/etc/ttydefsファ
イルを編集して、コンソールフロー制御
を無効にした場合、中継サーバを経由の
telnetではコンソールフロー制御を無効
にすることができません。

有効な回避方法はありません。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
070528-002

○ ○ ○ XSCFが動作中、watchdogタイムアウト
が発生し、XSCFがリセットする場合が
あります。

M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ：
XSCF が起動されていることを確認して
ください。

起動されていない場合は、全ドメインを
停止後、本体装置の電源切断/ 投入
（AC OFF/ON）を実行してください。
電源を再投入する場合は、電源を切断し
たあと30秒以上待ってから電源を投入し
てください。

M3000サーバ：
XSCF が起動されていることを確認して
ください。

起動されていない場合は、ドメインを停
止後、本体装置の電源切断/ 投入（AC 
OFF/ON）を実行してください。電源
を再投入する場合は、電源を切断したあ
と30秒以上待ってから電源を投入してく
ださい。

RTIF1-
070802-001

○ ○ telnetしたとき、loginまたはpassword
プロンプトが表示されません。

telnet接続をいちど切断し、再度telnetし
てください。

RTIF1-
070823-001

○ ○ XSCF Webを使用してsnapshot画面で、
[SSH]を選択したとき、Host, Directory, 
ID, Password の入力可能文字数がXSCF
シェルでの入力可能文字数と一致しませ
ん。

XSCF Webでの入力可能文字数を越える
ような値を指定したい場合は、XSCF
シェルを使用してください。

RTIF1-
070823-002

○ ○ XSCF WebでLogical Treeを表示したと
き、ドメインの構成に依存して、同一ド
メインが複数表示される場合がありま
す。

Menuの項目からSystem Board 
Configurationを選択し、XSB Status 
(All)からドメイン構成を参照してくださ
い。または、showboards(8)コマンド
を使用して、ドメイン構成を参照してく
ださい。

RTIF1-
070823-003

○ ○ XSCF WebでLogical Treeを表示したと
き、ドメインに割り当てられている
CPUやメモリのハードウェア構成が、
実際のドメイン構成と異なって表示され
ます。

Menuの項目からDevice Statusを選択し
てドメインのハードウェア構成を参照し
てください。または、showdevices(8)
コマンドを使用して、ドメインのハード
ウェア構成を参照してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
070824-001

○ ○ ○ M8000/M9000サーバ：
ドメインの電源連動機能のリモート電源
制御モードを有効にしている場合、
XSCFユニット交換後、RCIによる電源
連動が作動しなくなります。

M3000/M4000/M5000サーバ：
ドメインの電源連動機能のリモート電源
制御モードを有効にしている場合、マ
ザーボードユニット交換後、RCIによる
電源連動が作動しなくなります。

M8000/M9000サーバ：
XSCFユニット交換後、RCIを再構築
し、リモート電源制御モードを設定して
ください。

M3000/M4000/M5000サーバ：
マザーボードユニット交換後、RCIを再
構築し、リモート電源制御モードを設定
してください。

RTIF1-
070824-002

○ ○ XSCF WebでDomain Mode 
Configurationを選択し、各設定を行っ
たとき、ポップアップ画面が表示され
ず、画面上に"Undefined"が表示され
る場合があります。

再度、Domain Mode Configurationを選
択して設定を行ってください。

または、いったん、XSCF Webを終了さ
せてから、設定を行ってください。

RTIF1-
070824-003

○ ○ XSCF Webで[Firmware Update]画面か
らXCPのインポート中に、[REFRESH]
ボタンを実行した場合、"Uploading 
Now!"のポップアップが消失し、XCPの
インポートが異常終了します。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070824-004

○ ○ XSCF Webで[Domain Status]画面から、
Domain Component Listに表示されて
いるXSBを選択したとき、選択したXSB
が未搭載またはUni-XSBの場合、ポップ
アップ画面に何の情報も表示されませ
ん。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070824-005

○ ○ XSCF Webで[Monitor Message Frame]
のRefresh Interval値を変更したとき、
"Confirmation Domain mode" の不
当なポップアップが表示される場合があ
ります。

ポップアップ画面を無視して画面を閉じ
てください。

RTIF1-
070824-006

○ ○ タブブラウザで同一ホストに対し、異な
るユーザー権限のユーザーアカウントで
複数ログインすると、最後にログインし
たユーザーアカウントのユーザー権限
が、ログイン済みのページにも適用され
てしまいます。

タブブラウザを使用する場合、同一ホス
トに対して複数ログインしないでくださ
い。

RTIF1-
070824-007

○ ○ XSCF Webで設定を変更する場合、確認
ダイアログでキャンセルを選択したり、
強制クローズしたりすると、元の設定
ページが使用できない状態になる場合が
あります。

Menuの項目から元の設定ページを再選
択してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
070824-008

○ ○ [Domain Configuration]画面で未定義の
Domain IDを選択するとConfiguration 
policy情報が前に表示した内容のままと
なっています。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070824-009

○ [System Board Configuration]画面で
[Detail]を実行するとMBUのCPUMとメ
モリのすべてがPSB#0側に搭載されてい
るように表示されます。また、PSB#0の
詳細表示において、メモリが22枚+2枚
と表示されます。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070824-011

○ ○ Firefox 2を使用し、[Domain 
Configuration]画面の[Configuration 
Policy]設定で稼働中のdomainを指定し
た場合、エラー表示ポップアップの
[Back]ボタンをクリックし、情報再表示
のための問合わせ画面で[Cancel]ボタン
をクリックするとエラーメッセージ画面
のままとなります。

Menuの項目から[Domain 
Configuration]ページを再選択してくだ
さい。

RTIF1-
070904-001

○ スタンバイ側のXSCFでCLIコマンドを
実行したとき、Permission denied 
と表示されない場合があります。

スタンバイ側のXSCFで実行できるCLI
コマンドは、以下のコマンドだけです。

 snapshot(8)、switchscf(8)

スタンバイ側のXSCFでこれら2つのコマ
ンド以外を実行しないでください。

上記2コマンド以外を実行すると、さま
ざまなエラーが通知されます。

RTIF1-
070904-002

○ ○ Snapshot CLIが書き込み保護設定をして
いるUSBスティックに書き込みを試みる
と、I/Oエラーとなります。

書き込み保護されたUSBデバイスを使っ
てsnapshot収集を試行しないでくださ
い。

RTIF1-
070904-003

○ ○ 誤ったドメイン状態が報告されます。ド
メインに対し、sendbreak(8)コマンド
が発行されたあと、ドメインが実際には 
"ok" プロンプトになっていても、
showdomainstatus(8)コマンドは 
"Running" の状態を表示し続けます。

回避方法はありません。これは、
sendbreak(8)の正しい動作です。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
070904-005

○ ○ NTPサーバと時刻同期ができません。 NTPサーバのstratum値を確認してくだ
さい。

XSCFのstratum値は"5"です。XSCFが参
照するNTPサーバは、stratum値が5より
小さいサーバである必要があります。参
照するNTPサーバを変更した場合は、
XSCFをリセットしてください。

stratum値が正しく設定されていても時
刻同期できない場合は、showntp(8)コ
マンドにより、表示されるjitter値を確認
してください。この値が大きい場合は、
XSCFをリセットしてください。

RTIF1-
070904-006

○ ○ ドメイン電源投入、ドメインリセット、
またはDRの実行中にXSCFがリセットし
た場合、一部、またはすべてのXSBで、
ドメイン電源投入、ドメインリセット、
またはDR処理が中断されてしまう場合
があります。

再度、ドメインリセットを実行するか、
いったんドメイン電源切断したあとで電
源を投入してください。

RTIF1-
070912-001

○ ○ 不正なSMTPサーバが設定されている
と、その後（setemailreportのCLIを
使用して）emailサービスを無効化しよ
うとしても、最長30分間ブロックされる
ことがあります。

CLIが完了するのを待ってください。こ
の間、システムの残りの部分は正常に機
能します。

• CLIは、^C で中断することもできま
す。^C が使用された場合でも、操作
（emailレポートの無効化）が完了す
ることにご注意ください。

• showemailreportコマンドを使っ
て、emailサービスが無効化されてい
ることを確認することができます。

RTIF1-
070914-001

○ ○ flashupdate(8)コマンドまたはBUIに
よりファームウェアアップデート実行中
に、getflashimage(8)コマンドまたは
BUIによってXCPのインポートを実行し
た場合、ファームウェアアップデートが
異常終了します。

ファームウェアアップデート中に、
getflashimage(8)コマンドまたはBUI
によるXCPのインポートを実行しないで
ください。

RTIF1-
070914-002

○ ○ XSCFの切替えが行われたとき、モニタ
メッセージにアクティブになったXSCF
ユニットの番号が表示されません。

showhardconf(8)コマンドを実行し、
XSCFユニットの状態を参照してくださ
い。

RTIF1-
070914-003

○ ○ XSCFの切替えが行われたとき、エラー
ログに"SCF: Board control error 
(DMA timeout)" が登録されている場
合があります。

有効な回避方法はありませんが、この
メッセージは無視しても差し支えありま
せん。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
070914-005

○ ○ XSCF WebでInternet Explorer 7 を使用
する場合、[User Accounts]画面におい
て、User Local Accountsに各ユーザー
のStatusが表示されません。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070914-006

○ ○ XSCFのユーザーアカウント名を最長の
32文字に設定した場合、ログインはでき
ますが、その後、XSCFシェルを実行ま
たはXSCF Webを操作すると、
"Permission denied" が発生しま
す。

XSCFのユーザーアカウント名は31文字
以下で設定してください。

RTIF1-
070914-007

○ ○ XSCF WebでInternet Explorerを使用
し、[Log Archives]を選択したとき、
[Status of Log Archiving]画面にステー
タス情報が表示されません。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070914-008

○ ○ XSCF Webで[SMTP]画面から、[POP]ま
たは[SMTP-auth]を選択し、Password 
を入力するとき、入力値が"*"で表示さ
れません。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070914-009

○ ○ XSCF Webで[SMTP]画面から、[POP]ま
たは[SMTP-auth]を選択したとき、入力
値が空欄でも設定できてしまいます。

さらに、設定できたにも関わらず、過去
に設定した情報が表示されます。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070914-010

○ ○ XSCF Webで[SNMPv3 Security 
Settings]画面から[SNMP User-Based 
Security Model(USM)] の[Add User]ま
たは[Copy User]を選択した際、[Create 
or Copy User]画面がポップアップ表示
されます。

この画面のSNMP Userを16桁以上で設
定した場合、正しく登録されますが、
ウェブブラウザ画面では15桁までしか表
示されません。

SNMP Userを16桁以上で設定している
場合は、showsnmpusm(8)コマンドを使
用してください。

RTIF1-
070914-011

○ ○ XSCF Webで[SNMPv3 Security 
Settings]画面から[SNMP User-Based 
Security Model (USM)]の[Change 
Password]を選択したとき、[Change 
Password]画面がポップアップ表示され
ます。

この画面において[Confirm Password]が
入力必須項目であるにも関わらず、
"*Indicates required field"が注
記として表示されていません。

Confirm Passwordは入力必須項目であ
り、必ず設定してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
070914-012

○ ○ XSCF Webの[SNMP-Properties]画面
で、[Trap Host]を選択せずに[Remove]
ボタンを実行したとき、"The trap 
host will be removed" の不当な
メッセージがポップアップ表示されま
す。さらに、ポップアップ画面でそのま
ま[OK]ボタンを選択した場合、
"Remove trap host failed.  
setsnmp: invalid trap type" の
不当なメッセージが表示されます。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070914-013

○ ○ XSCF Webの[Audit-Properties]画面で、
[Add Policy]ボタンを実行した際、ポッ
プアップ表示された[Set User Policy]の
[User]にXSCFに登録されていないユー
ザー名を指定して入力エラーが発生した
場合、その指定したユーザー名をクリア
するために[Reset]ボタンを実行しても、
入力した値がクリアされません。

正しいユーザー名を再度設定するか、
[Cancel]ボタンでポップアップ画面を閉
じてください。

RTIF1-
070914-014

○ ○ XSCF Webで権限のないユーザーアカウ
ントで[Snapshot]を選択し、[Start time]
や[End time]のパラメーターを設定し、
[Download]ボタンを実行したとき、権
限エラーとならず、パラメーターエラー
が表示されます。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
070914-015

○ ○ XSCF Webで[User Manager]を選択し、
ユーザーアカウントを追加するとき、指
定するユーザー名が20文字までしか設定
できません。

20文字以上のユーザー名を指定する場合
は、adduser(8)コマンドを使用してく
ださい。

RTIF1-
070914-016

○ ○ XSCF Webで[LDAP]を選択し、LDAP設
定を行う場合、[LDAP Search Timeout]
をデフォルト値 "0" のままで[Save]を実
行したとき、"LDAP Configuration 
Update Failed. Save LDAP 

Configuration Data failed"とな
り、設定が格納できません。

LDAP Search Timeoutは、"0"は無効な
値であるため、必ず 0以外の値を設定し
てください。

RTIF1-
070914-017

○ ○ XSCF Webで[LDAP]を選択し、[LDAP 
Search Timeout]に最大値の2147483647
秒以上の値を入力したとき、パラメー
ターエラーとなりません。

現時点では、有効な回避方法はありませ
ん。LDAP Search Timeoutには、最大値
の 2147483647秒が設定されます。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
070914-018

○ ○ XSCF Webで権限のないユーザーアカウ
ントで[LDAP]を選択し、[Delete]ボタン
を実行した場合、権限エラーとなります
が、表示されていた設定情報がクリアさ
れ、削除されたように見えます。

設定は削除されていません。設定情報を
再度表示する場合は、Menuの項目から
[LDAP]を選択してください。

RTIF1-
070914-019

○ ○ LDAP設定したときのユーザーアカウン
トと異なるユーザーアカウントで-cオ
プションを指定してshowldap(8)コマン
ドでLDAP設定を表示した場合、
"Permission denied"が発生します。

また、XSCF Webで[LDAP]設定の表示
した場合、[LDAP Configuration]画面に
何の情報も表示されません。

XSCF CLIおよびWebで、LDAPの表示
および設定操作は、同じユーザーアカウ
ントを使用してください。

RTIF1-
070914-020

○ ○ [User Manager]画面のユーザーアカウン
ト設定ページでパスワードの変更が
"Change Password Error"になった
とき、[REFRESH]ボタンをクリックす
ると、"No user. The request is 
aborted."のエラーメッセージが表示
されます。

パスワードの変更を行う場合は、メ
ニューの[User Manager]を再度選択して
してください。

RTIF1-
070914-021

○ ○ OpenBoot PROM処理中にドメインの電
源を切断すると、Domain hang-up 
detected (level3)のエラーログが
登録される場合があります。

このエラーログは無視しても差し支えあ
りません。

RTIF1-
070914-023

○ ○ サーバごとのサポート外のドメインID
やXSBを指定するとパラメーターエラー
が表示されます。

サーバごとのサポート対象範囲のドメイ
ンID、XSB番号を指定してください。

RTIF1-
070914-024

○ ○ XSCF Webで物理ツリーを表示したと
き、PCIボックスのlinkカードに
Warningが表示されます。

現時点ではありません。

RTIF1-
070914-026

○ ○ XSCFがすべてのドメインに対する信頼
できるNTPソースとして、時刻同期でき
ない場合があります。

時刻同期できない場合、すべてのドメイ
ンはXSCFではなく、外部のNTPサーバ
を使用してください。

RTIF1-
070915-001

○ ○ [Domain Configuration]画面でDomain 
Component Listを新規に定義する場合
にパラメーターエラーが表示されること
があります。

Domain Component Listを定義する場
合はCLIを使用してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
071011-001

○ 初期導入時にメインラインスイッチを投
入したとき、以下のいずれかのエラーロ
グが登録される場合があります。

XSCFU hang-up is detected

XSCF process down detected

DB synchronization timeout

システムの電源切断/ 投入（AC 
OFF/ON）を実行してください。

RTIF1-
071102-001

○ ○ XSCFファームウェアはXSCF自身を監視
し、矛盾点を見つけた場合は、XSCFを
強制的にリセットすることがあります。

有効な回避方法はありません。XSCFユ
ニットがリセットするまでお待ちくださ
い。およそ5分で通常の動作に戻りま
す。

RTIF1-
071102-002

○ ○ ○ snmpデーモンが終了する場合がありま
す。

setsnmp enableコマンドを実行し、
snmpデーモンを再起動してください。

RTIF1-
071116-001

○ CPU／メモリボードユニットの活性交
換(addfru(8)コマンドまたは
replacefru(8)コマンド)でシステム
ボードの診断テストを実行せずに交換を
終了させた場合、続けてDR操作を行う
と、ボードがDRで利用できないという
間違ったメッセージでエラーになる場合
があります。

addfru(8)またはreplacefru(8)コマン
ドの保守メニューにある診断テストを必
ず実行してください。addfru(8)または
replacefru(8)コマンドの保守メ
ニューで診断テストを実行し忘れた場合
には、testsb(8)コマンドにより診断テ
ストを実行するか、deletefru(8)コマ
ンドでCPU／メモリボードユニットと
I/Oユニットをいったん削除してから
addfru(8)コマンドの保守メニューで診
断テストを行ってください。

RTIF1-
071116-003

○ ○ [COD]画面においてcodusageの詳細表
示が正しく表示されません。

XSCFコマンド showcodusage(8)を実行
して表示してください。

RTIF1-
071116-004

○ ○ Internet Explorer 7 のブラウザを使用す
ると、ライセンスキーの削除ができない
場合があります。

XSCFコマンド deletecodlicense(8) 
を実行してライセンスキーを削除してく
ださい。

または、以下のブラウザを使用してくだ
さい。

• Microsoft Internet Explorer 6.0
• Firefox 2.0 or later
• Netscape Navigator 7.1 or later

RTIF1-
071116-005

○ システムの電源投入中に、
switchscf(8)コマンドによりXSCFの二
重化切替えを行ったとき、切替え前の
XSCFでパニックが発生し、SHUTDOWN 
timeoutのエラーログが登録される場
合があります。

このエラーログは無視しても差し支えあ
りません。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
M4000
M5000
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RTIF1-
071116-006

○ XSCFコマンドを実行中、hang-up is 
detectedが発生し、XSCFがリセット
する場合があります。

XSCF が起動されていることを確認して
ください。起動されていない場合は、
rebootxscf(8) コマンドによりXSCF 
をリセットするか、全ドメインを停止
後、本体装置の電源切断/ 投入（AC 
OFF/ON）を実行してください。電源
を再投入する場合は、電源を切断したあ
と30秒以上待ってから電源を投入してく
ださい。

RTIF1-
071129-001

○ ○ XSCFコンソールに以下のメッセージが
出力され、XSCFが正常に起動できない
場合があります。

dbs[xxx]: ERR: 
scdb_init_all(): xx, No space 
left on device

さらに、以下のエラーログが登録されま
す。

XSCF process down detected

XSCFユニットを交換してください。

RTIF1-
071129-002

○ ○ リモート装置からSSHコマンドでXSCF
シェルコマンドをリモート実行したと
き、以下のメッセージが出力されます。

stty: standard input: Invalid 
argument

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
071129-003

○ ○ I/Oの異常により、Oracle Solaris OS
メッセージに以下のメッセージが出力さ
れたとき、XSCFにはエラーログが登録
されません。

 SUNW-MSG-ID: SUN4-8000-4P, 
TYPE: Fault

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
071129-004

○ ○ 以下のメッセージが出力され、Oracle 
Solaris OSがBootできない場合がありま
す。

• Abnormal OpenBoot 
environment variable Boot 
process failed

• ERROR: Invalid token '' 
FATAL: NVRAM contents 
corrupt; Reinitializing 
NVRAM parameters.

設定されているOpenBoot PROM 環境変
数の内容を確認してください。設定に異
常がある場合は再度設定してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
M4000
M5000
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RTIF1-
071227-001

○ ○ XSCFで日付/時刻の書き込みが異常にな
る場合があります。ドメインの電源を投
入したときに以下のメッセージが出力さ
れ、ドメインの電源が投入できない場合
があります。

Poweron canceled due to 
invalid system date and time.

rebootxscf(8) コマンドによりXSCF 
を再起動してください。

RTIF1-
071227-002

○ ○ PCIボックスが接続された環境で、
showhardconf(8)コマンドを実行する
と、showhardconf(8)コマンドがハン
グアップしたように見える場合がありま
す。

Ctrl-Cによりshowhardconf(8)コマン
ドを終了させ、再度showhardconf(8)
コマンドを実行してください。

RTIF1-
071227-003

○ ○ Bootデバイスパスに対して、存在しない
デバイス名を指定したことでOS Boot異
常が発生すると、I/Oユニットのステー
タスが”Degraded”になる場合がありま
す。

Bootデバイスパスに正しいデバイス名を
指定してください。

I/Oユニットのステータスが
”Degraded”になった場合は、I/Oユ
ニットを交換してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
M4000
M5000
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RTIF1-
080313-001

○ ○ XSCFをドメインのNTPサーバとする場
合に、ドメインを起動すると以下のメッ
セージがドメインコンソールに出力さ
れ、時刻同期ができない場合がありま
す。

ntpdate[xx]: no server suitable 
for synchronization

ドメインのxntpdで設定されているモー
ドによって、以下のどちらかを実行して
ください。 
注 - step モードの場合、時刻を補正す
ることで時刻飛びが発生します。時刻飛
びが発生すると、ドメインで稼働中のア
プリケーションに影響がでる可能性があ
ります。

• stepモードの場合
-wオプションを指定して
ntpdate(1M)コマンドを実行してく
ださい。NTPサーバと同期できるま
で、一定の間隔で、ntpdateコマン
ドがリトライされます。リトライ時に
は、NTPサーバと同期できなかった
ことを表すメッセージが出力されます
が、無視しても問題ありません。同期
が完了するとNTPサーバの時刻に補
正されます。

• slewモードの場合
-wオプションを指定しないで
ntpdate(1M)コマンドを実行してく
ださい。slewモードでは、0.5 ms/秒
の間隔で、NTPサーバとの時刻差が
補正されます。NTPサーバと同期で
きなかったことを表すメッセージが出
力されますが、無視しても問題ありま
せん。時刻が完全に補正されるまで
は、NTPサーバとドメイン間で時刻
差が生じています。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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RTIF1-
080325-001

○ ○ M4000/M5000サーバ：
AC電源を投入したり、rebootxscf(8)
コマンドを実行したりした場合に、
XSCFへログインできなくなり、オペ
レーターパネルの電源ボタンを押しても
電源が投入できないことがあります。

M8000/M9000 サーバ：
AC 電源を投入したり、rebootxscf(8)
または switchscf(8) コマンドを実行し
たりした場合に、以下のどちらかの現象
が発生することがあります。

• 以下のエラーメッセージがエラーログ
に登録され、ステータスがFaulted
となり、スタンバイ側のXSCFが起動
できなくなります。
Device error on serial 
interconnection between 
XSCFUs

• XSCFへログインできなくなり、オペ
レーターパネルの電源ボタンを押して
も電源が投入できません。

M4000/M5000サーバ：
AC電源を投入したり、rebootxscf(8)
コマンドを実行したりする前に、XSCF 
LANが正しく接続され、リンクアップ
されていることを確認してください。

上記の現象が発生した場合は、全ドメイ
ンの電源を切断後、本体装置の電源を切
断／投入してください。電源を再投入す
るときは、電源を切断したあと30秒以上
待ってから投入してください。

M8000/M9000 サーバ：
AC 電源を投入したり、rebootxscf(8)
または switchscf(8) コマンドを実行し
たりする前には、XSCF LAN が正しく
接続され、リンクアップされていること
を確認してください。

上記の現象が発生した場合は、以下のど
ちらかの作業を行ってください。

• replacefru(8)コマンドを使用し
て、スタンバイ側のXSCFユニットを
取り付けなおしてください。

• 全ドメインの電源を切断後、本体装置
の電源を切断／投入してください。電
源を再投入するときは、電源を切断し
たあと30秒以上待ってから投入してく
ださい。

RTIF1-
080404-001

○ ○ XSCFのdeleteboard(8)コマンドおよ
びmoveboard(8)コマンドを使用してDR
操作を行うと、I/Oチャネルの縮退が確
認され、エラーメッセージおよび関連す
るereportが登録されることがありま
す。

この不具合が発生した場合は、
fmdump(8)コマンドによって、以下のエ
ラーが間違って出力されます。

ereport.chassis.SPARCEnterpris
e. asic.ioc.ch.leaf.fe

表示されたエラーに対するMSG-IDと実
際の動作が一致せず、リセットや縮退が
発生しない場合があります。showlogs 
errorコマンドで表示されるエラーコー
ドを当社技術員までご連絡ください。

RTIF1-
080404-002

○ ○ setsnmpusm passwdコマンドでパス
ワードを設定する場合に、8文字未満で
パスワードを設定すると、segmentation 
faultが発生します。

パスワードは常に8文字以上で設定して
ください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
M4000
M5000

M8000
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RTIF1-
080512-001

○ ○ sethostname(8)コマンドのhostnameに
"localhost"を指定してから、
applynetwork(8)とrebootxscf(8)コ
マンドでXSCFをリセットすると、XSCF
がプロセスダウンします。

sethostname(8)コマンドのhostnameに
"localhost"を指定しないでくださ
い。

RTIF1-
080512-002

○ NTP 設定を有効にしている場合、XSCF
コンソールに以下のようなメッセージが
出力されることがあります。

出力例:
-xx.xxx.xxx.xxx mode 4 code 1 
auth 0 clock_filter: n 8 off -
0.000310 del 0.001300 dsp 
0.001158 jit 0.000172, age 0 
clock_update: at 637535 assoc 
2  local_clock: assocID 54190 
offset -0.000309657 freq -
9.765 state 4 
...

メッセージは無視しても差し支えありま
せん。なお、有効な回避方法はありませ
ん。

RTIF1-
080512-003

○ ○ Quad-XSBで構成されたドメインに対し
て、PCIカードの活性増設を行ったあと
ドメインを再起動すると、それ以降、
PCIカードの活性増設ができない場合が
あります。

PCIカードの活性増設をしないでくださ
い。

PCIカードの活性増設に失敗した場合
は、ドメインを停止してPCIカードを増
設してください。

RTIF1-
080520-001

○ BUI Domain OperationページでDomain 
8 またはDomain 9を対象として電源、
リセット等の操作を行った場合、誤って
Domain 0に指定された処理を実行して
しまいます。

Domain 8または9に対して電源、リセッ
ト等の操作を行う場合はCLIを使用して
ください。

RTIF1-
080526-001

○ ○ システムが多くの故障で圧迫されている
ときに XSCF の fmd プロセスがハング
することがあります。いちど発生する
と、XSCF の fma に関するコマンドが失
敗したり、ハングしたりします。

rebootxscf(8) コマンドで XSCF をリ
セットしてください。

RTIF1-
080620-001

○ ○ 本体装置の電源コードが抜けてしまった
場合に、SNMPトラップが通知されませ
ん。

有効な回避方法はありません。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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RTIF1-
080725-003

○ ○ setdomparam  set-defaultsオプ
ションで設定される初期値が、
OpenBoot PROM の初期値と異なりま
す。

項目               現在の値         期待値

diag-level   none(0x00)   
min(0x20)

auto-boot?   false(0x00) 
true(0xff)

OpenBoot PROM プロンプト（ok）で
set-defaultsコマンドを実行し、
OpenBoot PROM 環境変数を初期値に戻
してください。

RTIF1-
080725-004

○ ○ ○ XSCF シェルでサマータイムを設定する
と、XSCF Web の Logs メニューで表示
される時刻が、正しく表示されません。

有効な回避方法はありません。

XSCF シェルの showlogs(8) コマンド
を使用してください。

RTIF1-
080808-001

○ ○ PRIMECLUSTER ソフトウェアを使用し
たクラスタシステムにおいて、RCI 装置
が 10 台以上で構成されている場合、
RCI のビジー状態が一時的に解除され
ず、以下の syslog メッセージが出力さ
れる場合があります。

「SA_pprcir.so to test host 
host_name failed」

PRIMECLUSTER ソフトウェアのマニュ
アルを参照し、クラスタの状態を確認し
ます。状態に問題がない場合、メッセー
ジは無視しても差し支えありません。状
態に問題がある場合、マニュアルに従っ
て不具合を解決してください。

RTIF1-
081006-001

○ ○ ○ "XSCF FMEM write error" のエラー
ログが登録され、ファームウェアアップ
デートが失敗する場合があります。

システムの電源をいったん切断（AC 
OFF）してから、再投入（AC ON）し
てください。その後、再度ファームウェ
アアップデートを実行してください。

RTIF1-
081006-002

○ ○ ○ setemailreport(8) コマンドで、
SMTP アドレスに 255 文字以上指定する
とエラーになります。

SMTP アドレスに 255 文字以上指定しな
いでください。

RTIF1-
081006-003

○ ドメイン動作中、XSCF ユニットの故障
が原因で XSCF がリセットされたあと、
ハードウェアの状態を表示すると、
CPU とメモリのステータスが
Deconfigureと表示されます。

マザーボードユニットだけ交換してくだ
さい。このときメモリに故障がなけれ
ば、メモリを交換する必要はありませ
ん。

RTIF1-
081006-004

○ ○ ○ ファームウェアアップデート中に以下の
メッセージが出力され、XSCF がパニッ
クすることがあります。

kernel BUG in 
jffs2_do_read_inode at 
fs/jffs2/readinode.c:XXX!

XSCF をリセットしたあと
flashupdate(8) コマンドを使用して、
再度、ファームウェアアップデートを
行ってください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
081006-005

○ ○ ○ XSCF Webのネットワーク設定では、
setnetwork -rコマンドに相当する機
能がサポートされていません。また、ホ
スト名やドメイン名にlocalhostや
localdomainを指定すると
"SessionID has expired"とエラー
メッセージが出力されます。

XSCF シェルで setnetwork -rコマン
ドを実行してください。

RTIF1-
081006-006

○ ○ ○ XSCF Webでパニックログを表示する
と、メッセージの先頭部分から表示され
ないことがあります。

表示内容が不足している場合は、XSCF
シェルで showlogs panicコマンドを
実行してください。

RTIF1-
081006-007

○ ○ ○ password(8) コマンドの user オペラン
ドは、ドキュメントでは省略可となって
いるにも関わらず、オプション設定時に
指定しない場合はエラーとなります。

有効な回避方法はありません。

オプションを設定した場合は、user オペ
ランドを指定して password(8) コマン
ドを実行してください。

RTIF1-
081006-011

○ ○ ○ SNMP トラップホストの設定を変更し
ても、setsnmp disableと setsnmp 
enableを実行するまで反映されませ
ん。

SNMP の設定を変更した場合は、以下
のコマンドを実行してください。

XSCF> setsnmp disable

XSCF> setsnmp enable

RTIF1-
081016-001

○ ○ ○ UPS装置が停電を検知しても、SNMPト
ラップが通知されません。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
081016-003

○ ○ ○ Internet Explorer 6 または 7 で、XSCF 
Web の [Setting]-[Audit] メニューから
[Add Policy] を選択したときに表示され
るポップアップ画面上で、[Reset] ボタ
ンをクリックしたあと [OK] ボタンをク
リックすると、以下のメッセージが出力
され、ログアウトされる場合がありま
す。

Error
Session Error
Session ID has been expired

XSCF Webに再ログインしてください。
ポップアップ画面の[User]テキストボッ
クス内のテキストを消去する場合は、
[Reset]ボタンを使用せずに、
[BackSpace]キーを使用してください。

RTIF1-
081030-001

○ DID16 以上の単一ドメイン権限を持つ
アカウントを使用すると、XSCF Web の 
[Domain Configuration] ページで定義
されている LSB が "-" と表示されます。

また、その LSB に対して [XSB Config...]
ボタンを使用できません。

XSCFシェルでshowdcl(8), 
addboard(8), deleteboard(8), 
moveboard(8)コマンドを使用してくだ
さい。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
081030-002

○ ○ ○ 設定されているタイムゾーンの略称が、
3 文字でない場合、XSCF Web の [Error 
Log] ページでエラーログが表示されま
せん。

また、XSCF Web の [Panic Log] および
[IPL Message Log] ページのテーブル上
部にあるログ採取時刻が "---" と表示さ
れます。

XSCFシェルでshowlogs(8)コマンドを
使用してください。

RTIF1-
081104-001

○ ○ ○ PCIスロットの異常が検出された場合、
監視メッセージログが登録されない場合
があります。

有効な回避方法はありません。

PCIスロットの故障情報は、showlogs 
errorコマンドまたはfmdumpコマンド
で確認してください。

RTIF1-
090108-001

○ ○ ○ ドメインのコンソールに、
ipsec_check_inbound_policy: 
Policy Failure for the 

incoming packet  (not secure)と
いうメッセージが表示されることがあり
ます。

このメッセージは無視しても差し支えあ
りません。

RTIF1-
090108-002

○ ○ ○ 二系統受電構成の場合、片方の電源系統
で停電／復電が繰り返し発生すると、全
ドメインの電源が強制的に切断されま
す。また、強制的に電源が切断されたあ
との復電時に、PSU構成違反がエラーロ
グに登録され、復電が開始されない場合
があります。 

電源コードの抜き差しが必要です。

RTIF1-
090108-004

○ replacefru(8)コマンドでXSCFユニッ
トを交換した場合、DB 
synchronization timeoutのエラー
ログが登録して、交換が失敗する場合が
あります。

すべてのメインラインスイッチをいった
ん切断してから、再投入してください。

または、rebootxscf(8)コマンドで
XSCFをリセットした直後、
replacefru(8)を実行して、交換に失
敗したXSCFユニットを抜き挿ししてく
ださい。XSCFリセット後、時間が経過
してしまうとreplacefru(8)コマンド
が再度失敗してしまうことがあります。
その場合は rebootxscf(8)コマンドか
ら再度実行してください。

RTIF1-
090115-001

○ ○ ○ settelnet -c disableコマンドを実
行すると、ただちにTelnetサービスは停
止します。ただし、rebootxscf(8)コ
マンドでXSCFをリセットしないと、次
回Telnetサービスを再開する際に、失敗
する場合があります。

Telnetサービスを停止したあとは、
rebootxscf(8)コマンドを実行して、
XSCFをリセットしてください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
090122-001

○ ○ ○ PSUが復電する前に、"Power 
recovery" のメッセージが表示されま
す。

"Power recovery" のメッセージが表
示されたあとに、ほかのPSUの電源を切
断する場合は、60秒待ってください。

RTIF1-
090220-001

○ ○ ○ 複数の本体装置とI/O装置がRCIで接続
されたシステムの場合、1台の本体装置
の電源を投入しても、I/O装置の電源が
投入されないことがあります。

すべての本体装置の電源を投入してくだ
さい。

RTIF1-
090220-002

○ ○ ○ M3000サーバ：
マザーボードユニットを交換すると、
RCIの電源連動設定がデフォルト値に
戻ってしまいます。

M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ：
XSCFユニットを交換すると、RCIの電
源連動設定がデフォルト値に戻ってしま
います。

M3000サーバ：
電源連動設定をデフォルト値以外に設定
している場合は、マザーボードユニット
を交換したあとに、setpwrmode(1M)コ
マンドを使用して電源連動設定を再度
行ってください。

M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ：
電源連動設定をデフォルト値以外に設定
している場合は、XSCFユニットを交換
したあとに、setpwrmode(1M)コマンド
を使用して電源連動設定を再度行ってく
ださい。

RTIF1-
090427-001

○ ○ ○ XSCFとOracle Solaris OSが通信を行う
ための装置内ネットワークインター
フェース（ppp）が、正常な状態である
にも関わらず、SNMP MIBで異常（ダウ
ン）状態と通知されます。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
090427-002

○ ○ ○ XSCFのリセットあるいは切替え発生後
に、LDAPサーバを使用したXSCFへの
ログインができなくなります。

有効な回避方法はありません。

この現象が発生した場合は、アクティブ
XSCFへ初期アカウントでログインして
から、以下のコマンドを実行し、証明書
チェーンを再インポートしてください。

'setldap -c <remote file>'

RTIF1-
090427-003

○ SNMPの構成変更を行ったあと、XSCF
の切替えが発生すると、SNMP機能が利
用できなくなる場合があります。

有効な回避方法はありません。

この現象が発生した場合は、以下のコマ
ンド実行すると、復旧することがありま
す。

setsnmp disable

setsnmp disable （disableは2回必要
です） 
setsnmp enable

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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第 3 章 ソフトウェアに関する情報 39



RTIF1-
090427-004

○ ○ ○ LDAPサーバの設定において、XSCF 
WebとXSCFシェルの設定可能文字数が
一致していません。XSCF Webでは128
文字までしか入力できません。

129文字以上を設定する場合はXSCFシェ
ルを使用してください。

RTIF1-
090430-001

○ ○ ○ XSCFで https の設定（自己認証局）後
にウェブサーバ証明書を作成しても、
httpsが有効になりません。

自己認証局を設定する場合は、空白文字
を指定しないでください。

RTIF1-
090508-001

○ ○ ○ 10 Gigabit Ethernetカード
（SE0X7HE1F）が搭載されたドメイン
で、OpenBoot PROM環境変数diag-
switch?をtrueに設定していると、コ
ンソールに以下のワーニングメッセージ
が出力されるとともに、エラーログに
"Msg: Device error (FCode 
informed error)"が登録されます。

WARNING: /pci@7,700000: FCODE 
map-in doesn't match decoded 
register type;

また、showstatus(8)コマンドを実行
すると、該当するカードが搭載された
FRUに対して"Degraded"と表示される
場合があります。

これらすべての出力は無視しても差し支
えありません。

これらの出力を回避する場合は、okプ
ロンプトで以下のコマンドを実行し、
OpenBoot PROM環境変数diag-
switch?をfalseに設定してくださ
い。

setenv diag-switch? false

RTIF1-
090729-001

○ ○ ○ sethttps(8)コマンドで自己署名された
ウェブサーバ証明書を作成する場合、指
定したパラメーターの総文字数が100文
字を超えるとinternal errorとなり、ウェ
ブサーバ証明書の作成に失敗することが
あります。

指定するパラメーターの総文字数を100
文字以下にして、sethttps(8)コマンド
を再実行してください。

RTIF1-
090824-001

○ ○ ○ 以下のどちらかの条件下では、XSCFが
ダウンし、XSCFのリセットが必要に
なったり、コンソールにエラーメッセー
ジ
（ereport.chassis.software.cor
e）が出力され、コアダンプしたりする
ことがあります。

• adduser -u uidコマンドで、ユー
ザーIDに65536より大きい値を指定し
てXSCFアカウントを作成した場合

• UIDに65536より大きい値を持つ、
LDAPアカウントを使用した場合

ユーザーID（UID）の値が100から60000
までのユーザーアカウントだけを使用し
てください。これは、XSCFコマンドの
adduser(8)コマンドで自動的に割り当
てられるUIDの範囲に相当します。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
091021-001

○ ○ ○ Active Directory有効時に、Active 
Directoryサーバに登録されたユーザー
名でXSCFにログインすると、
showconsolepath(8) コマンドの出力
結果が、ログインしたユーザー名ではな
く、"proxyuser"となってしまいま
す。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
091105-001

○ ○ ○ setad(8)コマンドおよび
setldapssl(8)コマンドで出力される
Usageに、loadcert consoleオペラン
ドがありません。

setad(8)コマンドのloadcert 
consoleオペランドの使用方法は、マ
ニュアルページを参照してください。

RTIF1-
091109-001

○ ○ ○ いったん、ドメインがDIMMやPCIに関
する故障を検出すると、XSCFをリセッ
トするたびに、検出された故障に関する
エラーログが登録されてしまいます。

このエラーログは無視しても差し支えあ
りません。

RTIF1-
091109-002

○ ○ ○ XSCFにホストルートを設定できませ
ん。setroute(8)コマンドでネットマス
クを255.255.255.255に設定すると、
Invalid parameterとなってしまい
ます。

ホストルートを設定する場合は、ネット
マスク（-mオプション）を指定しない
でください。

RTIF1-
091109-003

○ ○ ○ setnameserver(8)コマンドまたは
XSCF WebのDNS Settingを使用して、
DNSサーバまたはサーチパスを登録す
る場合、2つ以上の同じIPアドレス値や
ドメイン名を指定できます。

しかし、重複したすべてのDNSサーバ
またはサーチパスを削除するために、2
つ以上の同じIPアドレス値やドメイン名
を指定すると、Invalid parameter
となってしまいます。

重複したDNSサーバまたはサーチパス
を削除する場合は、該当するアドレスま
たはドメイン名を1つだけ指定してくだ
さい。

このとき、重複したすべてのDNSサー
バまたはサーチパスが削除されるため、
必要に応じて、登録しなおしてくださ
い。

RTIF1-
091109-004

○ ○ ○ 8Gbpsファイバーチャネルカード
（SE0X7F21F、SE0X7F22F）に接続され
たディスクからドメインを起動する場
合、正しいデバイスパスを指定しない
と、メッセージのないエラーログが登録
されることがあります。

同様に、8Gbpsファイバーチャネルカー
ド （SE0X7F21F、SE0X7F22F）に接続
されたディスクからドメインを起動する
場合、ディスクの故障などが原因でドメ
インを起動できないときでも、エラーロ
グが登録されないことがあります。

有効な回避方法はありません。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
100331-001

○ ○ ○ sethttps(8)コマンドで自己認証局およ
びCSRを生成する場合、e-mailオペラン
ドに空白文字（例:" "）を指定すると、
XSCFリセット後にHTTPS機能が無効に
なってしまいます。

自己認証局およびCSRを生成する場合、
e-mailオペランドに空白文字を指定しな
いでください。

RTIF1-
100713-001

○ ○ ○ Oracle Solaris 10 OS動作中に、RED 
State Exceptionまたはwatchdog Resetが
発生したり、reset xirコマンドを実行
したりすることでドメインのCPUがリ
セットされた場合、コンソールに以下の
メッセージが出力され、ドメインがハン
グアップすることがあります。

Failed to complete trap 
processing. mid=0xXX

有効な回避方法はありません。

不具合が発生した場合は、ドメインの電
源を切断後、再投入してください。

RTIF1-
100713-002

○ メインラインスイッチがオンの場合で
も、showhardconf(8)コマンドでPSU
の状態が"Breaker off"または"Input 
fail"と誤って表示されることがありま
す。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
101019-001

○ ○ ○ 8 Gbpsファイバーチャネルカード
（SE0X7F21F、SE0X7F22F）に接続され
たハードディスクからドメインを起動す
るときに、diskノードの@後に誤った値
を指定すると、コンソールに"Fast 
Data Access MMU Miss"のメッセー
ジが出力され、TT=0x68のトラップのエ
ラーログが登録されることがあります。

有効な回避方法はありません。

この現象が発生した場合は、環境変数
auto-boot?をfalseに変更し、
reset-allコマンドでドメインをリ
セットしたあと、diskノードの@後に正
しい値を指定してbootコマンドを実行
してください。

RTIF1-
101029-001

○ setroute(8)コマンドでゲートウェイア
ドレスを設定する場合に、設定を誤った
り、ゲートウェイが停止したりしている
と、XSCFがハングアップします。

ゲートウェイアドレスを設定するとき
は、指定したアドレスが正しいことを確
認してください。

rebootxscf(8)コマンドでXSCFをリ
セットする前は、ゲートウェイが正常に
動作していることを確認してください。

RTIF1-
101102-001

○ XSCF#0とXSCF#1のRCIが両系とも通信
異常となった場合、PRIMECLUSTERの
RCI非同期監視が正常に停止しないで、
監視タイムアウトとなるため、異常検出
時のクラスタの切替えが遅くなります。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
101215-001

○ ○ ○ XSCF内部でプロセスダウンが発生して
XSCFが再起動する場合があります。

有効な回避方法はありません。

発生したプロセスダウンのエラーログは
無視してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
110216-001

○ SPARC64 VII+プロセッサが搭載されて
いるM3000サーバで、
showenvironment power コマンドを
実行すると、最大消費電力値
（Permitted AC power consumption）
に470 Wと誤った値が表示されます。

有効な回避方法はありません。

正しい値は、AC電源モデルでは
505 W、DC電源モデルでは510 Wです。

RTIF1-
110222-002

○ ○ ○ DSCPが切断された場合、XSCFはAH
ヘッダーなしでRstパケットを送付し、
誤ったセキュリティ脆弱性アラームを表
示します。

ドメインのコンソールには、
ipsec_check_inbound_policy: 
Policy Failure for the incoming 
packet (not secure)というメッセー
ジが表示されることがあります。

このメッセージは無視しても差し支えあ
りません。

RTIF1-
110523-001

○ ○ ○ OpenBoot PROMプロンプト（ok）から
nvaliasコマンドを使用して、環境変
数nvramrcにdevaliasを設定しようと
すると、「Can't create new 
alias because nvramrc is 

full」のメッセージが表示され失敗す
ることがあります。

この現象が発生した場合は、環境変数
nvramrcに定義済みのいずれかの
devaliasを、nvaliasコマンドで設定
しなおしてください。その後、失敗した
devaliasを設定するために、再度、
nvaliasコマンドを実行してくださ
い。

RTIF1-
110526-001

○ ○ ○ オプションなしでsetsnmp(8)コマンド
を実行すると、segmentation faultにな
ります。

setsnmp(8)コマンドの使用方法のオプ
ションを表示するには、setsnmp 
-hを使用してください。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
111005-001

○ ○ M4000/M5000サーバ：
オンボードの I/Oデバイスが搭載された
システムボードをaddboard(8)コマンド
またはmoveboard(8)コマンドを使用し
て、DR操作により追加や移動を行うと
失敗することがあります。

M8000/M9000サーバ：
1枚以上の PCIカードが搭載されたシス
テムボードを addboard(8)コマンドま
たはmoveboard(8)コマンドを使用し
て 、DR操作により追加や移動を行うと
失敗することがあります。

ただし、IOUAカードのみが搭載されて
いる場合は、本現象は発生しません。

どちらの場合も、システムボードの追加
または移動先となるドメインのコンソー
ルに、以下のメッセージが出力されま
す。

interpreter[xxxx]: ABORT: Bus 
Error: Fault Addr: 0xXXXXXXXX

efdaemon[xxx]: Wait pid: xxxx 
status: xxx

WARNING: IKP: Unable to probe 
PCI leaf (x-x-x)

M4000/M5000サーバ：
有効な回避方法はありません。

M8000/M9000サーバ：
有効な回避方法はありません。

RTIF1-
111028-001

○ ○ ○ setemailreport(8), setsmtp(8), およ
びsetupplatform(8)コマンドで、電子
メールアドレスに以下の文字を指定する
とエラーになります。

!#$%&'*+/=?^`{|}~

電子メールアドレスにこれらの文字を指
定しないでください。

RTIF1-
111227-001

○ ○ PCIボックスを接続している場合、以下
の状況下でwatchdog timeoutのエ
ラーログが採取されることがあります。

• M8000/M9000サーバで
switchscf(8)コマンドを実行する

• M4000/M5000サーバで
rebootxscf(8)コマンドを実行する

有効な回避方法はありません。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）
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RTIF1-
120319-001

○ ○ ○ fmdプロセスの内部モジュール（case-
closeモジュール）が無効になります。

case-closeモジュールが無効となった状
態で運用を継続すると、fmdプロセスが
ダウンして、XSCFがリセットされてし
まいます。

有効な回避方法はありません。

RTIF1-
120322-001

○ ○ ○ XSCFの起動中にSSHサービスが無効と
なり、SSH接続ができなくなる場合があ
ります。

XSCFの起動完了を待ってSSH接続を実
行してください。SSHサービスが無効と
なった場合は、rebootxscf(8) コマン
ドを使用してXSCFをリセットしてくだ
さい。

表 3-3 XCP 1112 以前で解決された不具合 （続き）

ID M3000
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Oracle Solaris OSに関する不具合と回避
方法
この章では、Oracle Solaris OSに関する情報について記載します。表 3-4、表 3-5、
表 3-6、表 3-7、表 3-8、表 3-9、表 3-10、および表 3-11はご使用のOracle Solaris OS
によって発生しうる不具合を示しています。

すべてのバージョンのOracle Solaris OSに関連す
る不具合

リリースされているすべてのバージョンのOracle Solaris OSで発生しうる不具合を、
表 3-4に示します。

表 3-4 すべてのバージョンの Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

4816837 ○ ○ DR中にHot Plug処理を多重で実行する
と、システムがハングします。

有効な回避方法はありません。

6449315 ○ Oracle Solaris OSのcfgadm (1M)コマン
ドを実行しても、M8000/M9000サーバ
上のドメインからDVDドライブが構成
解除されません。 

cfgadm(1M)コマンドでDVDドライブを
構成解除するには、事前にボリューム管
理デーモン（vold）を無効にする必要
があります。

voldを無効にするには、
/etc/init.d/volmgt stop コマンド
を発行してデーモンを停止します。デバ
イスを取り外したり取り付けたりしたあ
とは、/etc/init.d/volmgt start 
コマンドを発行してデーモンを再起動し
ます。
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6459540 ○ ○ 内蔵テープドライブユニットがテープの
処理中にタイムアウトすることがありま
す。 デバイスは、システムによって
QICドライブと認識される場合がありま
す。

以下の定義を、
/kernel/drv/st.conf に追加してく
ださい。

tape-config-list=

"SEAGATE DAT    DAT72-000",

"SEAGATE_DAT____DAT72-000",

"SEAGATE_DAT____DAT72-000";

SEAGATE_DAT____DAT72-000=
1,0x34,0,0x9639,4,0x00,0x8c,0x
8c,

0x8c,3;

"SEAGATE_DAT"と"DAT72-000"の間に
は、4つの半角スペースがあります。

6466617 ○ ○ PCI-Express スロットのホットプラグ操
作が速すぎると、PCI リーフのリセット
が中断されて、以下のエラーが発生しま
す。

cfgadm: Component system is 
busy 

cfgadm -c コマンドを続けて発行する
ときは、数秒の間隔をおいて発行してく
ださい。

6481002 ○ ○ ○ PCI-Expressカードを使用してネット
ワークからOracle Solaris OSをインス
トールすると、パニックが発生すること
があります。

Sun PCI-E Dual Gigabit Ethernet MMF 
AdapterまたはSun PCI-E Dual Gigabit 
Ethernet UTP Adapterを使用している場
合は、これらのカードを使用してOracle 
Solaris OSをインストールしないでくだ
さい。代わりに、オンボードのGigabit 
Ethernetなど、他のネットワークデバイ
スを使用してください。

表 3-4 すべてのバージョンの Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000
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M9000 説明 回避方法
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6515648 ○ ○ dr@0:SB1::memoryの失敗時、
「Replumb Failed」の不具合が発生
します。

DR操作が完了したら、手動で設定でき
ます。インターフェースを手動で再設定
する手順の例は、以下のとおりです。

# ifconfig interface plumb 
xxx.xxx.xxx.xxx netmask + broadcast 
+ up
# ifconfig interface group group-
name 
# ifconfig interface addif 
xxx.xxx.xxx.xxx -failover 
deprecated up

この回避方法は、
/etc/hostname.<interface>ファイルが
IPMPグループに対して正しく設定され
ており、修正の必要がないことを前提と
しています。上述の例で使用しているIP
アドレスは、以前使用していたIPアドレ
スおよび/etc/hostname.<interface>
ファイルと一致していなければなりませ
ん。

6516135 ○ ○ cfgadm(1M) によりデバイスや Ap_Id 
が正しく表示されないことがあります。

以下の操作を使用して、すべてのPCIス
ロットを表示してください。

1) devfsadm （Oracle Solaris OSプロン
プトで）

2) cfgadm

6519290 ○ ○ ○ /tmp（tmpfs）に巨大なファイルや大量
のファイルを作成した場合、または、復
旧可能な軽度のメモリ不足が発生した場
合、スワップデバイスへの I/Oが大量に
発行され、システムがスローダウンする
ことがあります。

以下を /etc/system のファイルに追加
してから、ドメインを再起動してくださ
い。

set maxfastscan=0x2000

6522017 ○ ○ ZFSファイルシステムを使用しているド
メインでは、DRが失敗することがあり
ます。

/etc/system に zfs_arc_max パラ
メーターを設定し、ZFSが割り当てられ
るカーネルメモリ量を減らしてくださ
い。以下の例は、512Mバイトに設定し
ています。

set zfs:zfs_arc_max = 
0x20000000

表 3-4 すべてのバージョンの Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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6529714 ○ ○ 1台のI/Oボートに4枚を超えるPCIe 
Quad-port Gigabit Ethernet UTP Low 
Profile Adapter (X4447A-Z)またはPCIe 
Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber XFP 
Low Profile Adapter (X1027A-Z)を組み
込もうとすると、警告メッセージが表示
されます。

有効な回避方法はありません。

6530753 ○ ○ PCIボックスのPCIスロットの一部が、
通常のブート動作中に表示されません。

以下の操作のいずれかを使用して、すべ
てのPCIスロットを表示してください。

• boot -r （Oracle Solaris OSプロン
プトで）

• devfsadm -C （Oracle Solaris OSプ
ロンプトで）

• cfgadm （Oracle Solaris OSプロンプ
トで2回）

6531036 ○ ○ ○ ネットワークインストール後、
network initialization failed 
のエラーメッセージが繰り返し表示され
ることがあります。

有効な回避方法はありません。このメッ
セージは無視しても差し支えありませ
ん。 

6532215 ○ ○ ○ ドメインのブート時に volfs や dscp 
サービスの起動が失敗することがありま
す。

svc:/platform/sun4u/dscp:defau
lt: Method 
"/lib/svc/method/svc-dscp 
start" failed with exit status 
95.

svc:/system/filesystem/volfs:d
efault: Method or service exit 
timed out. Killing contract 
59.

ドメイン起動後にサービスを再起動して
ください。

この不具合を事前に回避する場合は以下
を設定してください。

# svccfg -s dscp setprop 
start/timeout_seconds=count: 
300

# svccfg -s volfs setprop 
start/timeout_seconds=count: 
300

# svcadm refresh dscp

# svcadm refresh volfs

表 3-4 すべてのバージョンの Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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6565553
6611966
6674266

○ ○ DRのdeleteboard(8)または
moveboard(8)コマンドによるシステム
ボードの削除が失敗することがありま
す。

ドメイン側のメッセージ:
drmach: WARNING: Device driver 
failure: /pci

dcs: <xxxx> 
config_change_state: Hardware 
specific failure: unconfigure 
SB1: Device driver failure: 
/pci

有効な回避方法はありません。

この現象が発生した場合は、DR操作を
再度実行してください。

6588650 ○ ○ XSCFフェイルオーバーまたはXSCFリ
セット後に、DRが実行できないことが
あります。

有効な回避方法はありません。

6589644 ○ DR によりシステムボードを追加後、二
重化されている XSCF で切替えが発生し
た場合、ドメインのコンソールがハング
アップする場合があります。 

Ctrl-q（[Ctrl]キーと[q]キー）を押す
と、復旧できます。 

6592302 ○ ○ DR操作が正常に終了しなかった場合
は、一部のメモリが組み込まれたままに
なることがあります。

再度deleteboard(8)コマンドを実行し
てください。

6619344 ○ 以下のカードをスロット 1 に搭載した場
合、ホットプラグ操作が行えないことが
あります。

• Sun Crypto Accelerator (SCA) 6000

この不具合を回避するために、このカー
ドをスロット 1 に搭載しないでくださ
い。

6625734 ○ シングルドメイン環境下で、大量のプロ
セッサが搭載されているシステムでは、
一定の作業負荷がかかるとパフォーマン
スが低下することがあります。

アプリケーションプロセッサをバインド
する場合はプロセッサセットを使用する
か、プロセッサをグループ化させるため
にLWPを使用してください。詳細は、
Oracle Solaris OSのpsrset(1M)コマン
ドのマニュアルページを参照してくださ
い。

表 3-4 すべてのバージョンの Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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6660168 ○ ○ ○ ドメイン上でubc.piowbeue-cpu 
errorが発生するとOracle Solaris Fault 
Management cpumem-diagnosisが失敗
し、FMAサービスが停止することがあ
ります。これが発生すると、コンソール
ログに以下のように出力されます。

SUNW-MSG-ID: FMD-8000-2K, 
TYPE: Defect, VER: 1, 
SEVERITY: Minor

EVENT-TIME: Fri Apr 4 21:41:57 
PDT 2008

PLATFORM: SUNW,SPARC-
Enterprise, CSN: 2020642002, 
HOSTNAME: <hostname>

SOURCE: fmd-self-diagnosis, 
REV: 1.0

EVENT-ID: 6b2e15d7-aa65-6bcc-
bcb1-cb03a7dd77e3

DESC: A Solaris Fault Manager 
component has experienced an 
error that required the module 
to be disabled. Refer to 
http://sun.com/msg/FMD-8000-2K 
for more information.

AUTO-RESPONSE: The module has 
been disabled. Events destined 
for the module will be saved 
for manual diagnosis.

IMPACT: Automated diagnosis 
and response for subsequent 
events associated with this 
module will not occur.

REC-ACTION: Use fmdump -v -u 
<EVENT-ID> to locate the 
module. Use fmadm reset 
<module> to reset the module.

FMAサービスが停止した場合は、復旧
させるために、ドメイン上で以下のコマ
ンドを実行してください。

 #　svcadm clear fmd

その後、cpumem-diagnosisを再起動し
ます。

# fmadm restart cpumem-
diagnosis

6745410 ○ ○ ○ システムを boot しないような kadbの
オプションは、ブートプログラムで無視
されてしまいます。

kadbを使用しないで、kmdbを使用して
ください。

表 3-4 すべてのバージョンの Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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Oracle Solaris 10 8/11で解決された不具合

Oracle Solaris 10 8/11で解決された不具合を表 3-5に示します。Oracle Solaris 10 
8/11より以前の製品では発生することがあります。

6765239 ○ 複数の SAS ターゲットにつながる SAS
デバイスが、オンボートの外部 SAS イ
ンターフェースに接続されている場合、
正常に動作しません。SAS デバイスの
ターゲット ID のリストが再起動後に変
更されてしまいます。

富士通製 SAS カード
(SE0X7SA1F/SE0X7SA1X) を使用してく
ださい。また、この不具合に対応した
パッチが入手可能かどうか確認してくだ
さい。

7009469 ○ raidctl(1M) コマンドで RAID を構築
するとき、初期の構築プロセスでワーニ
ングメッセージが出力されます。以降の
RAID 構築では出力されません。

有効な回避方法はありません。

7135497 ○ RAID 対応の IOUA を搭載し Oracle 
Solaris 11 が動作しているシステムで、
raidctl -dコマンドにより RAID ボ
リュームを削除したあと、formatユー
ティリティーでディスクが表示されなく
なります。

cfgadm(1M) コマンドを実行します。

cfgadm -c unconfigure cn で n には
コントローラー番号を指定します。

表 3-5 Oracle Solaris 10 8/11 で解決された不具合

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6344060 ○ オンボードLANの bge1とbge2を同時に
通信に使用した場合、大量の下記
ereportが出力されます。

ereport.io.device.badint_limit

ereport.io.service.lost

この不具合はSPARC64 VII+プロセッサ
を搭載したM3000サーバで発生します。

これは、パッチ144563-02で修正されま
した。

[回避方法]
有効な回避方法はありません。

表 3-4 すべてのバージョンの Oracle Solaris OS に関する不具合と回避方法 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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Oracle Solaris 10 9/10で解決された不具合

Oracle Solaris 10 9/10で解決された不具合を表 3-6に示します。Oracle Solaris 10 
9/10より以前の製品では発生することがあります。

6794630 ○ 2TB 以上のメモリで構成されたドメイン
に対して、GUI を使用して Oracle 
Solaris OS をインストールしようとする
と失敗することがあります。

これは、パッチ124630-45 で修正されま
した。

[回避方法]
コマンドラインインターフェースを使用
してOracle Solaris OSをインストールし
てください。

6966086 ○ bgeインターフェースでジャンボフレー
ム機能が使用できません。

この不具合はSPARC64 VII+プロセッサ
を搭載したM3000サーバで発生します。

これは、パッチ144563-02で修正されま
した。

[回避方法]
有効な回避方法はありません。

7009474 ○ ○ ○ パッチ144563-01または、144563-02を適
用すると、bgeインターフェースのリン
クアップ、リンクダウンのメッセージが
表示されなくなります。

これは、パッチ144500-19で修正されま
した。

[回避方法]
bgeインターフェースのリンク状態を確
認したい場合は、kstat(1M)コマンド
を使用し、"link_state" パラメーター
を確認してください。

表 3-6 Oracle Solaris 10 9/10 で解決された不具合

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6668237 ○ ○ ○ DIMM を交換しても、該当した DIMM
の故障がドメインから消去されません。

これは、パッチ143527-01で修正されま
した。

[回避方法]
以下のコマンドを実行してください。

# fmadm repair fmri|uuid
# fmadm rotate

表 3-5 Oracle Solaris 10 8/11 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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Oracle Solaris 10 10/09で解決された不具合

Oracle Solaris 10 10/09で解決された不具合を表 3-7に示します。Oracle Solaris 10 
10/09より以前の製品では発生することがあります。

6872501 ○ ○ ○ XSCFからリクエストを通知しても、コ
アがオフラインになりません。この不具
合はOracle Solaris 10 5/09、Oracle 
Solaris OS 10/09、またはパッチ139555-
08が適用されたSolaris 10 OSで発生しま
す。

これは、パッチ143359-02で修正されま
した。

[回避方法]
故障しているコアを特定するために、
XSCF上で、-vオプションをつけて
fmdump(8)コマンドを実行してくださ
い。特定されたら、ドメイン上で
psradm(1M)コマンドを使用して、コア
をオフラインにしてください。

6888928 ○ ○ ○ IPMPインターフェースを通じてプロー
ブパケットが送信されないため、IPMP
インターフェースがフェイルします。こ
の不具合はパッチ141444-09が適用され
たOracle Solaris OSとIPMPが動作して
いる
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000
サーバで発生します。

これは、パッチ142900-02で修正されま
した。

[回避方法]
probe-based failure detectionを無効に
してください。

表 3-7 Oracle Solaris 10 10/09 で解決された不具合

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6572827 ○ ○ ○ prtdiag -vコマンドでPCIバスのタイ
プが間違って出力されます。PCI-Xリー
フデバイスには「PCI」、古いPCIデバ
イスには「UNKN」と表示されます。

これは、パッチ141444-09で修正されま
した。

[回避方法]
有効な回避方法はありません。

表 3-6 Oracle Solaris 10 9/10 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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6724307 ○ スケジューラが行う決定は、不均衡な場
合あります。2つのスレッドが1つのコア
に集中し（それによって両方のコアの動
作速度が半減し）、一方でもう1つのコ
アがアイドル状態となります。多くの
OpenMPおよび類似の並列アプリケー
ションにおいて、アプリケーションの性
能は、最も遅いスレッドの速度に制限さ
れます。

不均等なスケジューリングは頻繁には見
られず、おそらく50回の決定に1回、あ
るいは100回の決定に1回です。しかし、
128スレッドが動作しているとすれば、
アプリケーションにはそのうち少なくと
も1回の不均等なスケジュールイベント
が発生する可能性があります。

これは、パッチ 141414-01 で修正されま
した。

[回避方法]
プロセッサセットを使用し、不均等なス
レッドがコアに割り当てられることを回
避してください。

6800734 ○ ○ ドメインでdeleteboard(8)がハング
アップすることがあります。

これは、パッチ141444-09で修正されま
した。

有効な回避方法はありません。

6816913 ○ ○ XSCFのshowdevices(8)コマンドは、
正しい表示が「5.5 」のときに「5 」と
表示するなど、プロセッサのキャッシュ
サイズ（MB）を間違って表示してしま
います。

ドメイン上のプロセッサ情報を表示する
場合は、prtdiag(1M)コマンドを使用
してください。

6821108 ○ ○ XSCFをリセットしたあと、DR操作と
showdevices(8)コマンドが動作しなく
なります。

これは、パッチ 140589-02 で修正されま
した。

[回避方法]
XSCF を 2 回リセットしてください。最初
のリセットで SA（セキュリティアソシ
エーション）が半分削除され、2 回目の
リセットで残りの半分が削除されます。
2 番目の実行が成功したら、IPsec 通信
が再び確立されます。

6827340 ○ ○ ○ コマンドエラーによって、DRとメモ
リーパトロールが失敗する場合がありま
す。

これは、パッチ142344-01で修正されま
した。

有効な回避方法はありません。

表 3-7 Oracle Solaris 10 10/09 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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Oracle Solaris 10 5/09で解決された不具合

Oracle Solaris 10 5/09で解決された不具合を表 3-8に示します。Oracle Solaris 10 
5/09より以前の製品では発生することがあります。

表 3-8 Oracle Solaris 10 5/09 で解決された不具合

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6588555 ○ ○ M8000/M9000サーバ：
カーネルメモリに対してDR操作を行っ
ているときにXSCFがフェイルオーバー
すると、ドメインがパニックする場合が
あります。

M4000/M5000サーバ：
カーネルメモリに対してDR操作を行っ
ているときにXSCFをリセットすると、
ドメインがパニックする場合がありま
す。

これは、パッチ139555-08で修正されま
した。

[回避方法]
M8000/M9000サーバ：
DR操作中にXSCFをフェイルオーバーし
ないでください。DR操作が終了してか
らフェイルオーバーを開始してくださ
い。フェイルオーバーを先に開始した場
合は、フェイルオーバーが終了してから
DR操作を行ってください。

M4000/M9000サーバ：
DR操作中にXSCFをリセットしないでく
ださい。DR操作が終了してからリセッ
トを開始してください。

6623226 ○ ○ ○ Oracle Solarisのlockstat(1M)コマンド
やdtrace lockstat providerで、システム
パニックが発生することがあります。

これは、パッチ140336-01で修正されま
した。

[回避方法]
lockstat(1M)コマンドおよびdtrace 
lockstat providerを使用しないでくださ
い。

6680733 ○ ○ ○ Sun Quad-port Gigabit Ethernet 
Adapter UTP（QGC）および Sun Dual 
10 GigE Fiber XFP Low Profile Adapter
（XGF）に高負荷がかかっていると、パ
ニックを起こす場合があります。

これは、パッチ139570-01で修正されま
した。

[回避方法]
可能であれば、x8レーンスロットでカー
ドを使用してください。
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Oracle Solaris 10 10/08で解決された不具合

Oracle Solaris 10 10/08で解決された不具合を表 3-9に示します。Oracle Solaris 10 
10/08より以前の製品では発生することがあります。

6689757 ○ ○ ○ Sun Dual 10 GigE Fiber XFP Low 
Profile Adapter（XGF）に対して、XFP
光トランシーバーを1つだけ、または
誤った方法でインストールしている場合
には、コンソールに、以下のメッセージ
が出力されることがあります。

The XFP optical transceiver is 
broken or missing.

これは、パッチ139570-01で修正されま
した。

[回避方法]
両方のXFP光トランシーバーがしっかり
ハウジング内に収まっていることを確認
してください。

Sun XFP光トランシーバーとオラクル社
製のXFP光トランシーバーを同じアダプ
タ内に混在させないでください。

ポートがXFP光トランシーバーを含まな
い場合、あるいは使用されていないトラ
ンシーバーを含む場合は、そのポートに
対してifconfig plumbを実行しない
でください。

6725885 ○ cfgadmコマンドを使用すると、M3000
サーバでは 存在しないシステムボード

（SB1 から SB15）が表示されてしまいま
す。

これは、パッチ 140401-01 で修正されま
した。

cfgadmコマンドの出力にある、 SB1から
SB15 は無視してください。

表 3-9 Oracle Solaris 10 10/08 で解決された不具合

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法

6511374 ○ ○ システム構成変更後、予期しないエラー
メッセージがコンソール上に表示される
ことがあります。

例: 
WARNING: Translation error 

source /LSB0/B0/0, PA 
3c000000000, target 
/LSB0/B0/20000000

これは、パッチ137137-09で修正されま
した。

このメッセージは無視しても差し支えあ
りません。

表 3-8 Oracle Solaris 10 5/09 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
第 3 章 ソフトウェアに関する情報 57



6533686 ○ ○ システムリソースが少ない場合、カーネ
ルメモリを再配置するdeleteboard(8)
またはmoveboard(8)コマンドのDR操作
が、以下のメッセージが繰り返されエ
ラーとなることがあります。

SCF busy

DR parallel copy timeout

これは、複数ドメインのホストで、
Quad-XSBで構成されたシステムボード
だけが該当します。

これは、パッチ138397-01で修正されま
した。

[回避方法]
しばらくしてから、DR 操作を再度実行
してください。

6535018 ○ データベースの負荷などで多数のスレッ
ドが同一ロックに競合した場合、スルー
プットが低下します。

これは、パッチ137111-01で修正されま
した。

[回避方法]
SPARC64 VII プロセッサを含むドメイ
ンでは、最大256スレッドを超えないよ
うにしてください。

6608404 ○ 以下のアダプタをスロット1に搭載した
場合にホットプラグ操作を行うと、他の
ネットワークデバイスがフェイルするこ
とがあります。

PCIe Quad-port Gigabit Ethernet UTP 
Low Profile Adapter (X4447A-Z)

この不具合を回避するために、このアダ
プタをスロット1に搭載しないでくださ
い。
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6614737 ○ ○ 以下の条件下において、DRの
deleteboard(8) またはmoveboard(8)
コマンドがハングアップすることがあり
ます。

• DIMMが縮退している場合

• 搭載メモリサイズが異なるシステム
ボードが存在する場合

これは、パッチ137111-01で修正されま
した。

[回避方法]
上記に該当する場合は、DR操作をしな
いでください。

DIMMが縮退しているかどうかについて
は、XSCFのshowstatus(8)コマンドで
確認できます。詳細は、74ページの「シ
ステム内の縮退メモリの識別」を参照し
てください。

各システムボードの搭載メモリサイズ
は、XSCFのshowdevices(8)コマン
ド、またはドメインのprtdiag(1M)コ
マンドで確認できます。詳細は、74ペー
ジの「システムボード上の異なるメモリ
サイズの識別」を参照してください。

DR操作がハングアップした場合は、ド
メインを再起動してくだい。

6619224 ○ SPARC64 VII プロセッサを含むドメイ
ンが特定の異常な状況にあるとき、256
スレッド（128コア）以上のドメイン
が、長時間にわたってハングすることが
あります。復旧すると、uptimeコマン
ドで、極めて高い平均負荷率が表示され
ます。

これは、パッチ137111-03で修正されま
した。

[回避方法]
SPARC64 VII プロセッサを含むドメイ
ンでは、ドメインサイズが 256 仮想
CPU を超えないようにしてください。
これは、1 つのドメイン構成内に最大 32 
CPU チップ （M8000 サーバの最大構
成）を意味します。

6632549 ○ ○ DR によるシステムボードの追加および
削除時に、ドメインの fmd サービスが 
maintenance モードになることがありま
す。

これは、パッチ138050-01で修正されま
した。

[回避方法]
不具合が発生したときは、ドメインの 
fmd サービスを再起動してください。

# svcadm clear fmd
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6660197 ○ ○ ドメインが以下のどちらかの場合は、
DR操作がハングする場合があります。

• 1つのドメインが256以上のCPUを含
む場合

• メモリエラーが発生し、メモリが縮退
している場合

これは、パッチ138397-01で修正されま
した。

[回避方法]
以下の手順を実行してください。

1. /etc/systemに以下の記述を追加す
る

set 
drmach:drmach_disable_mcopy = 
1

2. ドメインを再起動する 

6679370 ○ ○ ○ OS 起動中、または ホットプラグ機能に
よる PCIボックスの追加中、または DR 
機能による FMEMA 処理中において、
コンソールに以下のメッセージが出力さ
れる場合があります。

SUNW-MSG-ID: SUN4-8000-75, 
TYPE: Fault, VER: 1, SEVERITY: 
Critical 

...

DESC:

A problem was detected in the 
PCI-Express subsystem.

Refer to 
http://sun.com/msg/SUN4-8000-
75 for more information.

...

これは、パッチ 137137-09 で修正されま
した。

注 - 137137-09 以降を適用する前に、 
/etc/system から以下の設定を削除し
てください。
set pcie_expected_ce_mask = 
0x2001

[回避方法]
/etc/systemに以下の設定を追加し、
ドメインを再起動してください。

set pcie_expected_ce_mask = 
0x2001
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Oracle Solaris 10 5/08で解決された不具合

Oracle Solaris 10 5/08で解決された不具合を表 3-10に示します。Oracle Solaris 10 
5/08より以前の製品では発生することがあります。

6720261 ○ ○ ○ M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ：
ドメインで以下のどちらかのOracle 
Solaris OSが稼働している場合、システ
ムがパニックまたはトラップを起こすこ
とがあります。

• Oracle Solaris 10 5/08

• パッチ127127-11が適用された、上記
より古いバージョンのOracle Solaris 
OS

M3000サーバ：
ドメインでOracle Solaris 10 5/08が稼働
している場合、システムがパニックまた
はトラップを起こすことがあります。

これは、パッチ 137137-09 で修正されま
した。

[回避方法]
システム設定ファイルである
/etc/systemに、以下の変数を必ず設
定してください。

set heaplp_use_stlb=0

そのあと、ドメインを再起動してくださ
い。

表 3-10 Oracle Solaris 10 5/08 で解決された不具合
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5076574 ○ PCIeエラーが、大規模なM8000/M9000
ドメイン上、無効な故障診断につながる
ことがあります。

Oracle Solaris 10 8/07以前をご使用の場
合は、パッチ127127-11で修正されまし
た。

[回避方法]
以下を含む、/etc/fm/fmd/fmd.conf 
ファイルを作成してください。

setprop client.buflim 40m

setprop client.memlim 40m
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6402328 ○ 1ドメインに7枚以上のIOUA（基本I/O
カード）を使用すると、割り込み登録数
が制限を超えて、システムパニックが発
生する場合があります。

Oracle Solaris 10 8/07以前をご使用の場
合は、パッチ127127-11で修正されまし
た。

[回避方法]
1ドメインあたり、6 枚以下のIOUA（基
本I/Oカード）を使用してください。

6472153 ○ ○ M4000/M5000/M8000/M9000サーバ以
外のサーバ上にOracle Solarisフラッ
シュアーカイブを作成し、それを
M4000/M5000/M8000/M9000サーバに
インストールすると、コンソールのTTY
フラグが正しく設定されません。その結
果、コンソールのハングを引き起こすこ
とがあります。

Oracle Solaris 10 8/07以前をご使用の場
合は、パッチ137046-01で修正されまし
た。

[回避方法]
インストールした直後に
M4000/M5000/M8000/M9000サーバに
telnetで入り、コンソールのTTYフラグ
を以下のようにリセットします。

# sttydefs -r console

# sttydefs -a console -i "9600 
hupcl opost onlcr crtscts" -f 
"9600"

この作業は1回だけ実行してください。

6505921 ○ I/O correctable errorが多数発生する
と、多数のSUNOS-8000-ILメッセージ
がコンソール上に表示されます。

Oracle Solaris 10 8/07以前をご使用の場
合は、パッチ120011-14および125369-05
で修正されました。

[回避方法]
当社技術員にご連絡ください。

6522433 ○ ○ CPU ハードエラーが発生したあと、ド
メイン上の fmdump(1M) コマンドで表
示される故障コンポーネントが誤って表
示されることがあります。

Oracle Solaris 10 8/07 以前をご使用の
場合は、パッチ 127127-11 で修正されま
した。

[ 回避方法 ]
XSCF でシステムステータスを確認して
ください。

6527811 ○ ○ PCI カードを搭載したPCI ボックスを 
PCIホットプラグで追加した場合、PCI 
ボックス内の PCI カードの情報が XSCF 
の showhardconf(8)で表示されませ
ん。

Oracle Solaris 10 8/07以前をご使用の場
合は、バッチ128346-01で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。
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6536564 ○ ○ I/Oデバイスでハードエラーが発生した
場合、Oracle Solaris Fault Management 
Architecture が正しい診断をしないた
め、XSCF 上の showlogs(8) や
showstatus(8) コマンドが誤った故障
箇所を表示することがあります。

Oracle Solaris 10 8/07 以前をご使用の
場合、これはパッチ125369-05で修正さ
れました。

[回避方法]
この不具合を回避するために、以下をド
メインで実行してください。

# cd /usr/platform/SUNW,SPARC-
Enterprise/lib/fm/topo/plugins
# mv ioboard.so 
ioboard.so.orig
# svcadm restart fmd

上記を設定後、以下のメッセージが表示
された場合は、当社技術員にご連絡くだ
さい。

例：

SUNW-MSG-ID: SUNOS-8000-1L, 
TYPE: Defect, VER: 1, 
SEVERITY: Minor

EVENT-TIME: Sun May  6 
18:22:24 PDT 2007

PLATFORM: SUNW,SPARC-
Enterprise, CSN: BE80601007, 
HOSTNAME: sparc

6545143 ○ ○ TLBのトラッププロセスがユーザース
タックアドレスを見失っている間、シス
テムパニックが発生する可能性がありま
す。この不具合は、フラッシュウィンド
ウトラップ(ta 3)を実行しているユー
ザープロセスと同時に、ユーザースタッ
クがマッピングされない場合に発生しま
す。パニックメッセージは、以下の文字
列を含んでいます。

bad kernel MMU trap at TL 2

Oracle Solaris 8/07 以前をご使用の場合
は、パッチ 127111-08 で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。
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6545685 ○ ○ OSコンソールに以下のメッセージが表
示された場合、以降の再起動において、
メモリ縮退もしくはXSB縮退が発生する
ことがあります。

例：

mc-opl: WARNING: mc-opl 
rewrite timeout on /LSB0/B0

Oracle Solaris 8/07 以前をご使用の場合
は、パッチ 127111-08 で修正されまし
た。

[回避方法]
/etc/systemに以下の設定を行い、ド
メインを再起動してください。

set mc-opl:mc_max_rewrite_loop 
= 20000

6546188 ○ ○ 以下のアダプタ上でホットプラグ
（cfgadm(1M)）およびDR操作
（addboard(8)および
deleteboard(8)）を実行中、システム
パニックが発生します。

• PCIe Quad-port Gigabit Ethernet 
UTP Low Profile Adapter (X4447A-Z)

• PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber 
XFP Low Profile Adapter (X1027A-Z)

Oracle Solaris 10 8/07 をご使用の場合
は、パッチ 127741-01 で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。

6551356 ○ ○ これまで未設定だったアダプタを設定す
るためにホットプラグ（cfgadm(1M)）
を実行中、システムパニックが発生しま
す。システムパニックが発生する直前
に、"WARNING: PCI Expansion ROM 
is not accessible" というメッセー
ジがコンソール上に表示されます。この
不具合によって、以下のカードが影響を
受けます。

• PCIe Quad-port Gigabit Ethernet 
UTP Low Profile Adapter (X4447A-Z)

• PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber 
XFP Low Profile Adapter (X1027A-Z)

Oracle Solaris 10 8/07 をご使用の場合
は、パッチ 127741-01 で修正されまし
た。

[回避方法]
cfgadm -c disconnect を実行し、
カードを完全に削除してください。最低
10秒間待ってから、cfgadm -c 
configure コマンドを使用して、カー
ドを元のドメインに設定することができ
ます。

6559504 ○ ○ 以下のアダプタを使用すると、コンソー
ル上に、"nxge: NOTICE: 
nxge_ipp_eccue_valid_check: 

rd_ptr = nnn wr_ptr = nnn" とい
う形式のメッセージが表示されます。

• PCIe Quad-port Gigabit Ethernet 
UTP Low Profile Adapter (X4447A-Z)

• PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber 
XFP Low Profile Adapter (X1027A-Z)

Oracle Solaris 10 8/07 をご使用の場合
は、パッチ 127741-01 で修正されまし
た。 

[回避方法]
このメッセージは無視しても差し支えあ
りません。
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6564934 ○ ○ 以下のアダプタを使用している場合、
カーネルメモリを含むボードに対して
DRのdeleteboard(8)コマンドを実行
すると、接続が壊れてしまいます。

• PCIe Quad-port Gigabit Ethernet 
UTP Low Profile Adapter (X4447A-Z)

• PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber 
XFP Low Profile Adapter (X1027A-Z)

Oracle Solaris 10 8/07 をご使用の場合
は、パッチ 127741-01 で修正されまし
た。

[回避方法]
DR操作が完了したら、影響するネット
ワークインターフェースを再設定してく
ださい。基本的なネットワーク設定手順
については、ipconfigのマニュアル
ページを参照してください。

6568417 ○ ○ CPU DR deleteboard(8) 操作が正常終
了後、以下のアダプタを使用中に、シス
テムパニックが発生します。

• PCIe Quad-port Gigabit Ethernet 
UTP Low Profile Adapter (X4447A-Z)

• PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber 
XFP Low Profile Adapter (X1027A-Z)

Oracle Solaris 10 8/07 以前をご使用の
場合は、パッチ 127111-02 で修正されま
した。

[回避方法]
/etc/system に以下を追加し、システ
ムを再起動してください。

set ip:ip_soft_rings_cnt=0

6571370 ○ ○ 以下のアダプタを使用すると、ストレス
テストでデータ破壊が起こる場合があり
ます。

• PCIe Quad-port Gigabit Ethernet 
UTP Low Profile Adapter (X4447A-Z)

• PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber 
XFP Low Profile Adapter (X1027A-Z)

Oracle Solaris 10 8/07をご使用の場合
は、パッチ127741-01で修正されまし
た。

[回避方法]
/etc/systemに以下の1行を追加して、
システムを再起動してください。

set nxge:nxge_rx_threshold_hi=
0

6584984 ○ M8000/M9000サーバにおいて、
busstat(1M)コマンドを実行すると、
そのCPU／メモリボードユニット上の
ドメインが再起動される場合がありま
す。

Oracle Solaris 10 8/07 以前をご使用の
場合は、パッチ 127127-11 で修正されま
した。

有効な回避方法はありません。
busstat(1M)コマンドを実行しないで
ください。

6589546 ○ ○ prtdiag(8)コマンドは、以下のアダプ
タに対して、すべてのI/Oデバイスを表
示しません。

• Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb 
Dual-Port Fibre Channel PCIe HBA 
(XSEFC402AF)

• Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb 
Single-Port Fibre Channel PCIe HBA 
(XSEFC401AF)

Oracle Solaris 10 8/07 以前をご使用の
場合は、パッチ 127127-11 で修正されま
した。

[回避方法]
すべてを出力する場合は、prtdiag -v
コマンドを使用してください。
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Oracle Solaris 10 8/07で解決された不具合

Oracle Solaris 10 8/07で解決された不具合を表 3-11に示します。Oracle Solaris 10 
8/07より以前の製品では発生することがあります。

注意 – CR ID 6534471 : カーネルメモリ内ラージ ・ ページの扱いが不適切なため、
予期せぬパニックが発生することがあります。本プロダクトノートに記載されている
CR ID 6534471 の回避方法を実施するか、もしくはパッチが入手可能かどうか確認
し、ただちにインストールしてください。これは、125100-06 および Oracle Solaris 
10 8/07 で修正されました。 

表 3-11 Oracle Solaris 10 8/07 で解決された不具合
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M8000
M9000 説明 回避方法

6303418 ○ M9000サーバ において、1ドメインあた
りの CPUスレッド数が170を超えた場
合、ハングアップする場合があります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-01で修正されまし
た。

[回避方法]
170 CPUスレッドを超えないようにして
ください。Oracle Solaris OS の
psradm(1M)コマンドを使用して余分な
CPUスレッドをオフラインにし、CPU
スレッドの数を1CPUコアあたり1つに
制限してください。たとえば、すべての
奇数の CPU スレッドをオフラインにす
るなどです。

6416224 ○ ○ 単一のNICカードの接続数が5,000を超
えると、システムパフォーマンスが低下
することがあります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-08で修正されまし
た。

[回避方法]
複数のNICカードを使用して、ネット
ワーク接続を分割してください。

6441349 ○ ○ システム内でI/Oエラーが発生したとき
に、システムがハングすることがありま
す。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-07で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。
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6485555 ○ ○ レースコンディションにより、オンボー
ドのGigabit Ethernet NVRAMに故障が
発生します。このレースコンディション
が発生する可能性は、非常に低いもので
す。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-08で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。

6496337 ○ ○ uncorrectable error（UE）パニック後、
"cpumem-diagnosis" モジュールのロー
ドに失 敗することがあります。システ
ムは正しく機能  しますが、通常このモ
ジュールを使用しFMAによって自動的
に診断されているイベントは、手動での
診断が必要になります。

例：

SUNW-MSG-ID: FMD-8000-2K, 
TYPE: Defect, VER: 1, 
SEVERITY: Minor

EVENT-TIME: Thu Feb 15 
15:46:57 JST 2007

PLATFORM: SUNW,SPARC-
Enterprise, CSN: BE80601007, 
HOSTNAME: col2-ff-em7-d0

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ125369-05で修正されまし
た。

[回避方法]
不具合が発生した場合、以下を実施して
ください。

1. 以下のファイルを削除してください。

# rm /var/fm/fmd/ckpt/cpumem-
diagnosis/cpumem-diagnosis

2. fmdサービスをリスタートしてくださ
い。

# svcadm restart fmd

不具合を事前に回避する場合、
/lib/svc/method/svc-dumpadm

の以下の場所に
 "rm -f 
/var/fm/fmd/ckpt/cpumem-
diagnosis/cpumem-diagnosis"

を追加してください。

#

# We haven't run savecore on a 
dump device yet

#

savedev=none

rm -f /var/fm/fmd/ckpt/cpumem-
diagnosis/cpumem-diagnosis

#
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6498283 ○ ○ ドメインで psradmを操作中に DR の
deleteboard(8) コマンドを使用すると
システムがパニックすることがありま
す。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-07で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。

6499304 ○ ○ correctable error（CE）が多数発生する
と、CPUがオフラインにならず、予期
しないメッセージがコンソール上に表示
されます。

例: 
SUNW-MSG-ID: FMD-8000-11, 
TYPE: Defect, VER: 1, 
SEVERITY: Minor EVENT-TIME: 
Fri Feb  2 18:31:07 JST 2007

PLATFORM: SPARC-Enterprise, 
CSN: BE80601035, HOSTNAME: 
FF2-35-0

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ125369-05で修正されまし
た。

[回避方法]
XSCFでCPUステータスを確認してくだ
さい。

6502204 ○ ○ CPU UEパニック後、ブート中に、予期
しないエラーメッセージがコンソール上
に表示されることがあります。

例:
SUNW-MSG-ID: FMD-8000-11, 
TYPE: Defect, VER: 1, 
SEVERITY: Minor EVENT-TIME: 
Tue Jan  9 20:45:08 JST 2007

PLATFORM: SUNW,SPARC-
Enterprise, CSN: 2030636002, 
HOSTNAME: P2-DC1-16-d0

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ125369-05で修正されまし
た。

[回避方法]
予期しないメッセージが表示されたら、
XSCFのshowdomainstatus(8)コマン
ドでドメインステータスを確認してくだ
さい。

6502750 ○ ○ PCIホットプラグによるカードの取付け
または取外しに対する通知メッセージが
出力されないことがあります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-08で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。

6508432 ○ ○ I/Oスロット1またはPCIボックスにおい
て、correctable error（CE）が大量に発
生した場合、修正可能なエラーであるに
も関わらず、ドメインがパニックするこ
とがあります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-08で修正されまし
た。

[回避方法]
/etc/system に以下の設定を行い、ド
メインを再起動してください。

set pcie:pcie_aer_ce_mask = 
0x2001

表 3-11 Oracle Solaris 10 8/07 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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6508434 ○ ○ PCIホットプラグにより、PCI-Xカード
の増設およびPCI-Xの交換を行うとドメ
インがパニックする場合があります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-08で修正されまし
た。

[回避方法]
PCIホットプラグ機能により、同一ス
ロット上のPCI-Xカードの種類を変更し
ないでください。

6509337 ○ ○ s10s_u3WANブートに失敗し、サーバが
「416: Requested Range Not 
Satisfiable」を返しました。

有効な回避方法はありません。

6510861 ○ ○ Dual-Channel Ultra320 SCSI Card 
（SE0X7SC2F, SE0X7SC2X）を搭載して
いる場合、correctable error（CE） が発
生するとパニックが発生します。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-08で修正されまし
た。

[回避方法]
以下を/etc/system のファイルに追加
してから、ドメインを再起動してくださ
い:
set pcie:pcie_aer_ce_mask = 
0x31c1

6520990 ○ ○ Dynamic Reconfiguration（DR）による
カーネルボードの deleteboard(8)コマ
ンドを実施した場合、ドメインパニック
が発生することがあります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ120011-08で修正されまし
た。

[回避方法]
この不具合を回避するために、以下を 
/etc/system のファイルに追加してか
ら再起動してください。

set drmach:fmem_timeout = 30

6527781 ○ 2つのドメイン間でDVD/テープドライ
ブユニットを移動するときに、
cfgadm(8)コマンドで不具合が発生し ま
す。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、パッチ125081-06で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。DVD/
テープドライブユニットを再構成するた
めに、不具合が検出されたドメインで
reboot -rを実行してください。

表 3-11 Oracle Solaris 10 8/07 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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6530178 ○ ○ DR のaddboard(8)コマンドがハングす
る場合があります。不具合が検出される
と、それ以上のDR操作はブロックされ
ます。復旧にはドメインの再起動が必要
です。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、バッチ120011-07で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。

6530288 ○ ○ cfgadm(1M) コマンドで表示される 
Ap_Id が正しく表示されないことがあ
ります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場合
は、バッチ120011-07で修正されまし
た。

有効な回避方法はありません。

6534471 ○ ○ 通常の操作中に、システムがパニック/
トラップすることがあります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場
合、これはパッチ125100-06で修正され
ました。

[回避方法]
カーネルメモリ内ラージページの扱いを
無効にしてください。/etc/system内
で、変数heaplp_use_stlbを0に変更
してください。

set heaplp_use_stlb=0

6535564 ○ ○ DR で追加したシステムボード上の PCI 
スロット #0, #1 またはPCIボックスに対
する PCIホットプラグが失敗することが
あります。

Oracle Solaris 10 11/06をご使用の場
合、これはパッチ120011-08で修正され
ました。

[回避方法]
PCIホットプラグの代わりに DR により
カードの追加・削除を実施してくださ
い。

6539084 ○ ○ Oracle Solaris 10 11/06 環境下で、PCIe 
Quad-port Gigabit Ethernet UTP Low 
Profile Adapter (X4447A-Z) が再起動中
に、ごくまれにパニックすることがあり
ます。

有効な回避方法はありません。

表 3-11 Oracle Solaris 10 8/07 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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6539909 ○ ○ Oracle Solaris 10 11/06環境下で、boot 
net installコマンドを使用して
Oracle Solaris OSをインストールしてい
るとき、ネットワークアクセスに以下の
アダプタを使用しないでください。

• PCIe Quad-port Gigabit Ethernet 
UTP Low Profile Adapter (4447A-Z/
X4447A-Z)

• PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber 
XFP Low Profile Adapter (1027A-Z/
X1027A-Z)

代替のアダプタまたはオンボードネット
ワークデバイスを使用し、ネットワーク
経由でOracle Solaris OS をインストール
してください。

6542632 ○ ○ driver attachが失敗すると、PCIeモ
ジュールにメモリリークが発生します。

Oracle Solaris 11/06 をご使用の場合は、
パッチ 120011-09 で修正されました。

有効な回避方法はありません。

表 3-11 Oracle Solaris 10 8/07 で解決された不具合 （続き）

CR ID M3000
M4000
M5000

M8000
M9000 説明 回避方法
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ソフトウェアマニュアルの変更内容
ここでは、M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバのソフトウェアマニュアル
に関して、出版後に確認された最新のソフトウェアに関する情報やマニュアルの変更
内容を示します。

なお、『SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバ XSCF リ
ファレンスマニュアル』に関する変更内容は、特に断りのないかぎり、マニュアル
ページにも適用されます。また、マニュアルページの情報よりも優先されます。

表 3-12 に、マニュアルの変更内容を示します。

表 3-12 ソフトウェアマニュアルの変更内容

マニュアル ページ 変更内容

SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/
M8000/M9000サーバ 
XSCF ユーザーズガイド

2-14 ホスト名は”.”（ピリオド）も指定できます。

「表2.2 XSCF ネットワーク設定」のホスト名／ドメイン名にあ
る「ホスト名およびドメイン名は、文字（a-z, A-Z）で始まり、
文字か数字（0-9）で終わり、途中は文字か数字または”-”（ハイ
フン）で構成されます。ホスト名は”.”（ピリオド）は指定でき
ません。」は、以下のように修正されます。

ホスト名およびドメイン名は、文字”a-z, A-Z）で始まり、文字
か数字（0-9）で終わり、途中は文字か数字か”-”（ハイフン）ま
たは”.”（ピリオド）で構成されます。

2-145 M8000/M9000サーバにおいては、PSBをメモリミラーモードに
設定できません。

「2.2.14 システムボード設定」の「PSBをメモリミラーモードに
設定するには」にあるM4000/M5000サーバ用の手順例に、誤っ
てPSB#02の情報が表示されています。手順例は以下のように修
正されます。

例）3  showfru(8)コマンドでメモリミラーモードの設定を確認
します。

XSCF> showfru -a sb

Device Location XSB Mode Memory Mirror Mode

sb    00    Quad     Yes

sb    01    Uni      No 
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SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/
M8000/M9000サーバ 
XSCF ユーザーズガイド

3-3 「表3.1 XSCF へ接続する端末の種類」のドメインコンソール 
（RW コンソール）にある「ドメインからログアウトしない
で、ドメインコンソールからXSCF シェルコンソールに戻った場
合は、自動的にドメインからログアウトされます。このとき、
ドメイン上のバックグラウンドプログラムは強制的に終了され
ます。バックグラウンドプログラムを強制的に終了させないた
めには、ドメインからログアウトして、XSCF シェルコンソール
に戻ってください。」は、以下のように修正されます。

ドメインからログアウトしないでドメインコンソールからXSCF
シェルに戻った場合、あるいは、ドメインからログアウトしな
いでXSCFシェルを終了した場合は、自動的にドメインからログ
アウトされます。このとき、ドメインコンソールから起動した
バックグラウンドプログラムに対しても終了シグナルが送信さ
れる場合があります。

XSCFマニュアルページ prtfru(8)コマン
ド

XSCFでは、画面の出力をファイルにリダイレクトできません。
以下の記述は削除されます。

出力はファイルにリダイレクトできます。

SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/
M8000/M9000サーバ 
XSCF リファレンスマ
ニュアルおよびXSCFマ
ニュアルページ

console(8)コマ
ンド

以下の説明が追加されます。

ドメインからログアウトしないでドメインコンソールからXSCF
シェルに戻った場合、あるいは、ドメインからログアウトしな
いでXSCFシェルを終了した場合は、自動的にドメインからログ
アウトされます。このとき、ドメインコンソールから起動した
バックグラウンドプログラムに対しても終了シグナルが送信さ
れる場合があります。

sethostname(8)
コマンド

ホスト名は”.”（ピリオド）も指定できます。

hostname(8)オペランドの「英数字または"-" が使用できま
す。」は、以下のように修正されます。

英数字、"-"、または"."が使用できます。

setupfru(8)コマ
ンド

以下の記述がM4000/M5000サーバにも適用されます。

M8000/M9000サーバでは、2 つのCPUが搭載されたCPU／メモ
リボードユニットをQuad-XSBに設定できます。この場合、CPU
またはメモリの含まれていないXSBには、システムから
"configuration error" が出力されます。

SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/
M8000/M9000サーバ 
XSCF リファレンスマ
ニュアル

setpasswordpo

licy(8)コマンド
-rオプションの完全な説明は以下のとおりです。

-r remember - パスワード履歴に記憶できるパスワードの数を指
定します。1から10までの整数を指定できます。デフォルトは3
です。0はサポートしていません。0を指定すると次回、ユー
ザーのパスワードは設定できなくなります。

表 3-12 ソフトウェアマニュアルの変更内容 （続き）

マニュアル ページ 変更内容
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その他の情報

システム内の縮退メモリの識別

1. XSCFにログインします。

2. 以下のコマンドを実行します。

以下は、CMU#3上のDIMM番号00Aのメモリが縮退された例を示しています。

システムボード上の異なるメモリサイズの識別

ドメイン内に異なるメモリサイズのシステムボードが含まれているかを確認する場合
は、以下のどちらかのコマンドを使用して、メモリサイズを一覧表示させることがで
きます。

■ XSCF上でshowdevices(8)コマンドを使用する

■ ドメイン上でprtdiag(1M)コマンドを使用する

showdevicesコマンドを使用する

1. XSCFにログインします。

XSCF> showstatus

XSCF> showstatus
    CMU#3 Status:Normal;
*     MEM#00A Status:Degraded;
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2. 以下のコマンドを実行します。

以下は他のシステムボードが 16GB のメモリを搭載しているのに対して、システム
ボード 00-0 は 64GB のメモリを搭載している例を示しています。

prtdiagコマンドを使用する

■ ドメイン上で、prtdiag コマンドを使用します。

以下は異なるメモリサイズを表示した例を示しています。

ターゲットボードのカーネルメモリの識別 
1. XSCFにログインします。

XSCF> showdevices -d domain_id

XSCF> showdevices -d 1
Memory:
-------
         board    perm    base                domain  target deleted remaining
DID XSB  mem MB   mem MB  address             mem MB  XSB    mem MB  mem MB
01  00-0  63680        0  0x0000004000000000  260288
01  03-0  16384     7384  0x0000034000000000  260288
01  03-1  16384        0  0x0000030000000000  260288
01  03-2  16384        0  0x000002c000000000  260288
01  03-3  16384        0  0x0000028000000000  260288

# prtdiag

# prtdiag
============================ Memory Configuration ============================
      Memory   Available            Memory    DIMM     # of  Mirror  Interleave
LSB   Group    Size                 Status    Size     DIMMs Mode    Factor
---   ------   ------------------   -------   ------   ----- ------- ----------
00    A        32768MB              okay      2048MB      16 no      8-way
00    B        32768MB              okay      2048MB      16 no      8-way
03    A         8192MB              okay      2048MB       4 no      2-way
03    B         8192MB              okay      2048MB       4 no      2-way
04    A         8192MB              okay      2048MB       4 no      2-way
04    B         8192MB              okay      2048MB       4 no      2-way
05    A         8192MB              okay      2048MB       4 no      2-way
05    B         8192MB              okay      2048MB       4 no      2-way
06    A         8192MB              okay      2048MB       4 no      2-way
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2. 以下のコマンドを実行します。

以下は、showdevices -dコマンドの出力の例を示したもので、0 はdomain_id で
す。

4列目の「perm mem MB」の値が0以外の場合、カーネルメモリが存在することを示
します。

この例は、1674MBのカーネルメモリが00-2にあることを示しています。

ボードにカーネルメモリがある場合、deleteboard(8)コマンドまたは
moveboard(8)コマンドを実行すると、以下の通知が表示されます。

XSCF> showdevices -d domain_id

XSCF> showdevices -d 0

...

Memory:
-------
             board     perm       base                  domain   target deleted remaining
DID XSB   mem MB  mem MB  address             mem MB  XSB    mem MB  mem MB
00  00-0    8192       0  0x0000000000000000   24576
00  00-2    8192    1674  0x000003c000000000   24576
00  00-3    8192       0  0x0000034000000000   24576

...

System may be temporarily suspended, proceed? [y|n]:
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第 章4

M3000 サーバのハードウェアに関
する情報

ここでは、M3000サーバのハードウェアに関する特記事項や不具合について説明しま
す。

■ 留意点および制限事項
■ ハードウェアRAID機能
■ ハードウェアマニュアルの変更内容
■ その他の情報

留意点および制限事項

ハードウェアRAIDに関する留意点

ハードウェアRAIDを使用する場合の注意事項

■ 重要なデータやプログラムは定期的にバックアップを取ってください。故障に
よっては、ハードウェアRAIDを再構築し、バックアップメディアからの復元作業
が必要となる場合があります。

■ 停電時にデータを確実に保証するために、無停電電源装置（UPS）の使用を推奨
します。

■ コントローラー、データパスの二重化など、より高度な可用性を必要とされる場
合は、 専用のRAIDシステムを使用してください。
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ハードウェアRAID構築／解除時の注意事項

■ ハードウェアRAIDの構築や解除を行うときには、ディスクドライブ内のデータは
保証されません。稼働中のシステムにハードウェアRAIDを新規構築する場合や、
構築したハードウェアRAIDをいったん解除する場合には、必ずデータのバック
アップを取ってください。ハードウェアRAID構築後に、新規インストール、また
はバックアップメディアからの復元作業が必要になります。

■ ハードウェアRAIDの構築または保守による同期には、無負荷状態において、300 
GBのディスクドライブで、約180分かかります。600 GBのディスクドライブで、
約360分かかります。

■ ハードウェアRAID構築中や同期中にシステムが再起動されると、構築／同期は最
初からやり直しとなります。

■ ハードウェアRAID化すると、RAIDボリュームは、元のディスクのサイズより小
さくなります。

ハードウェアRAID運用中の注意事項

RAIDコントローラーがディスクドライブを完全に故障と判断できず、システムス
ローダウンが発生する場合があります。この状態で保守を行う場合には、下記の手順
で行ってください。

1. ハードウェアRAIDを解除します。

2. ハードウェアRAIDのメンバーディスクをすべて交換します。

3. ハードウェアRAIDを再構築します。

4. バックアップメディアから復元作業を行います。

raidctl(1M)コマンドに関する注意事項

raidctl(1M)コマンドの以下のオプションは、ハードウェアの仕様上サポートされ
ていないため、使用できません。

■ raidctl -C -r 1E（RAID 1E の作成）

■ raidctl -c -r 1E（RAID 1E の作成）

■ raidctl -a（ホットスペアディスクの設定）

■ raidctl -p（キャッシュの設定）

■ raidctl -C -z（ボリューム容量の指定）
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DVDドライブ／ディスクの使用について

本体装置に搭載されているDVDドライブを使用する際の注意事項があります。以下
のウェブサイトから「SPARC EnterpriseでのDVDドライブ／ディスクの使用につい
て」を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/manual/

USBメモリの使用について

dumpconfig(8)、restoreconfig(8)、snapshot(8)コマンド実行時に、データの保
存先としてUSBメモリを指定する場合は、あらかじめ、媒体となるUSBメモリをご用
意ください。
なお、保存されたデータにはシステムに関する情報が含まれています。USBメモリを
ご利用になる場合には、セキュリティ保持の観点から、データが保存されたUSBメモ
リの管理について留意が必要となります。

現在販売されているすべてのメーカーのUSBメモリに対して、XSCFとの接続性およ
び動作を保証しているわけではありません。ご使用のUSBメモリによっては、XSCF
ファームウェアのエラーやリセットなどの異常が発生する場合も考えられます。その
ような異常が発生した場合には、ただちに、USBメモリの使用を中止してください。

XSCF用USBポートにUSBメモリを接続する場合は、直接、USBポートにUSBメモリ
を接続してください。USBハブやUSB延長ケーブルなどを介して接続すると、エラー
の要因となる場合があります。

電源制御とオペレーターパネルのモードスイッチ
について

注 – RCI機能をご使用の前に、15ページの「RCI機能に関する留意点」を参照してく
ださい。

RCI機能によるリモート電源制御や自動電源制御機能（APCS）による電源制御を使
用する場合、オペレーターパネルのモードスイッチをServiceモードにすると、これ
らリモート電源制御や自動電源制御を無効にできます。

これにより、保守時に意図せず電源が投入または切断されないようにシステムを制御
できます。ただし、APCSによる電源の切断は、モードスイッチに関係なく無効にで
きません。保守作業を行う場合、事前にAPCSによる自動電源制御の運用を停止して
ください。
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RCIまたは自動電源制御使用時にモードスイッチを切り替えると、システムが以下の
ように制御されます。

APCSをご使用の場合は、『Enhanced Support Facilityユーザーズガイド マシン管理
編 自動電源制御機能（追捕版）』を参照してください。

1027A-Z/X1027A-Zアダプタの制限事項

PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber XFP Low Profile Adapter (1027A-Z/X1027A-Z)
には、下記の上限が適用されます。

■ 1枚まで使用できます。

4447A-Z/X4447A-Zアダプタの制限事項

PCIe Quad-port Gigabit Ethernet UTP Low Profile Adapter (4447A-Z/X4447A-Z)に
は、下記の上限が適用されます。

■ 4枚まで使用できます。

Emulex PCI Express（PCIe）アダプタのパッチ

以下のEmulex PCIeアダプタは、パッチ120222-26で提供されるドライバが必要で
す。

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Dual-Port Fibre Channel PCIe HBA 
(XSEFC402AF)

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Single-Port Fibre Channel PCIe HBA  
(XSEFC401AF)

表 4-1 モードスイッチによる RCI および APCS 制御

機能 モードスイッチ

Locked Service

RCI リモート電源投入／切断を行うことが
できます。

リモート電源投入／切断を行うことが
できません。

APCS 電源投入／切断を行うことができま
す。

電源投入を行うことはできませんが、
電源切断を行うことはできます。
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ハードウェアRAID機能
RAID技術は、複数の物理ディスクで構成される論理ボリュームの構築を可能にし、
データの冗長性の提供またはパフォーマンスの改善、あるいはその両方を実現しま
す。

SPARC64 VII+プロセッサで構成されたM3000サーバのオンボードSASコントロー
ラーでは、Oracle Solaris OSのraidctl ユーティリティーを使用して、RAID 1（ミ
ラー化）ボリュームをサポートします。

サポート条件

ハードウェアRAID機能のサポート条件は、以下のとおりです。

表 4-2 ハードウェア RAID 機能のサポート条件

項目 説明

必須Oracle Solaris OSパッチ 現時点では必須パッチはありません。

必須ESF（Enhanced Support 
Facility）パッチ

3.2以降

XSCFファームウェア XCP 1101以降

RAIDレベル RAID 1（IM: Integrated Mirror）のみサポートされます。

1 RAIDボリュームあたり、2台のメンバーディスクで構成
できます。

ディスクドライブ RAIDボリューム内のメンバーディスクは、同一容量、 同
一回転数のディスクドライブで構成してください。

Solid State Drive（SSD）はサポートしていません。

RAIDボリューム数 1サーバあたり、最大2ボリュームまで構築できます。
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ハードウェアマニュアルの変更内容
表 4-3 では、今後のマニュアルの変更内容を示します。

その他の情報

UPSコントローラー（UPC）の分岐接続

UPC 6分岐コネクターを使用すると、最大6台の無停電電源装置（UPS）を接続でき
ます。

UPC 6分岐コネクターの外観図を図 4-1に示します。

図 4-1 UPC 6分岐コネクター

表 4-3 ハードウェアマニュアルの変更内容

マニュアル ページ 変更内容

SPARC Enterprise M3000
サーバ サービスマニュア
ル

1-3 「1.2.1  電気に関する安全上の注意事項」に以下の注意が追加さ
れます。

注意 - 保守を行う場合は電源コードを抜いてください。2 極／
中性線にヒューズを使用しているため感電のおそれがあります。 
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本体装置のUPCは、以下に説明している条件を満たせば、分岐コネクターを使用して
複数台のUPSに接続できます。ここでは、本体装置の、UPCの分岐接続の条件につい
て説明します。

接続できる場合

UPSと本体装置が以下の接続形態の場合には、信号ケーブルを接続できます。

■ 1台の本体装置に1台のUPSを接続する場合（図 4-2参照）

■ 1台の本体装置に複数台のUPSを接続する場合（図 4-3参照）

図 4-2 UPSと本体装置との信号ケーブルの接続
（1台の本体装置に1台のUPSを接続する場合）

重要 – 1 台の本体装置に複数台の UPS を接続する場合、本体装置からの送出信号
（ER 信号）の条件によっては、信号ケーブルが接続できないことがあります。この接
続形態で接続する場合には、当社技術員にご相談ください。

図 4-3 UPSと本体装置との信号ケーブルの接続
（1台の本体装置に複数台のUPSを接続する場合）

本体装置

本体装置
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接続できない場合

複数台の本体装置に1台のUPSを接続する場合（図 4-4参照）、UPSと本体装置との信
号ケーブルの接続はできません。

図 4-4 UPSと本体装置との信号ケーブルの接続ができない場合
（複数台の本体装置に1台のUPSを接続する場合）

本体装置 1

本体装置 n

信号ケーブル

(接続できません)
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第 章5

M4000/M5000 サーバのハードウェ
アに関する情報

ここでは、M4000/M5000サーバのハードウェアに関する特記事項や不具合について
説明します。

■ 留意点および制限事項
■ ハードウェアに関する不具合と回避方法
■ ハードウェアマニュアルの変更内容
■ その他の情報

留意点および制限事項

本体装置設置に関するお願い

M4000/M5000サーバに添付している電源ケーブルのプラグ（NEMA L6-20）の外形
寸法は、以下のとおりです。

プラグが干渉しないことを、設置先の入力電源環境にて、事前にご確認ください。

■ プラグ接続部外径：50 mm

■ プラグカバー部最大外径：57 mm

■ 接続面からのプラグカバー部長さ：69.9 mm 
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DVDドライブ／ディスクの使用について

本体装置に搭載されているDVDドライブを使用する際の注意事項があります。以下
のウェブサイトから「SPARC EnterpriseでのDVDドライブ／ディスクの使用につい
て」を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/manual/

USBメモリの使用について

dumpconfig(8)、restoreconfig(8)、snapshot(8)コマンド実行時に、データの保
存先としてUSBメモリを指定する場合は、あらかじめ、媒体となるUSBメモリをご用
意ください。
なお、保存されたデータにはシステムに関する情報が含まれています。USBメモリを
ご利用になる場合には、セキュリティ保持の観点から、データが保存されたUSBメモ
リの管理について留意が必要となります。

現在販売されているすべてのメーカーのUSBメモリに対して、XSCFとの接続性およ
び動作を保証しているわけではありません。ご使用のUSBメモリによっては、XSCF
ファームウェアのエラーやリセットなどの異常が発生する場合も考えられます。その
ような異常が発生した場合には、ただちに、USBメモリの使用を中止してください。

XSCF用USBポートにUSBメモリを接続する場合は、直接、USBポートにUSBメモリ
を接続してください。USBハブやUSB延長ケーブルなどを介して接続すると、エラー
の要因となる場合があります。

電源制御とオペレーターパネルのモードスイッチ
について

注 – RCI機能をご使用の前に、15ページの「RCI機能に関する留意点」を参照してく
ださい。

RCI機能によるリモート電源制御や自動電源制御機能（APCS）による電源制御を使
用する場合、オペレーターパネルのモードスイッチをServiceモードにすると、これ
らリモート電源制御や自動電源制御を無効にできます。

これにより、保守時に意図せず電源が投入または切断されないようにシステムを制御
できます。ただし、APCSによる電源の切断は、モードスイッチに関係なく無効にで
きません。保守作業を行う場合、事前にAPCSによる自動電源制御の運用を停止して
ください。
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RCIまたは自動電源制御使用時にモードスイッチを切り替えると、システムが以下の
ように制御されます。

APCSをご使用の場合は、『Enhanced Support Facilityユーザーズガイド マシン管理
編 自動電源制御機能（追捕版）』を参照してください。

エアーフィルターについて

『SPARC Enterprise M4000/M5000サーバ サービスマニュアル』に記載されている
エアーフィルターは、当社では取り扱いしておりません。

1027A-Z/X1027A-Zアダプタの制限事項

PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber XFP Low Profile Adapter (1027A-Z/X1027A-Z)
には、下記の上限が適用されます。

■ M4000サーバの各ドメインでは、2枚まで使用できます。
■ M5000サーバの各ドメインでは、4枚まで使用できます。
■ PCIボックスでは使用できません。

4447A-Z/X4447A-Zアダプタの制限事項

PCIe Quad-port Gigabit Ethernet UTP Low Profile Adapter (4447A-Z/X4447A-Z)に
は、下記の上限が適用されます。

■ M4000サーバの各ドメインでは、4枚まで使用できます。
■ M5000サーバの各ドメインでは、8枚まで使用できます。
■ PCIボックスでは、4枚（各I/Oボートでは2枚）まで使用できます。

表 5-1 モードスイッチによる RCI および APCS 制御

機能 モードスイッチ

Locked Service

RCI リモート電源投入／切断を行うことが
できます。

リモート電源投入／切断を行うことが
できません。

APCS 電源投入／切断を行うことができま
す。

電源投入を行うことはできませんが、
電源切断を行うことはできます。
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Emulex PCI Express（PCIe）アダプタのパッチ

以下のEmulex PCIeアダプタは、パッチ120222-26で提供されるドライバが必要で
す。

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Dual-Port Fibre Channel PCIe HBA  
(XSEFC402AF)

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Single-Port Fibre Channel PCIe HBA  
(XSEFC401AF)

ハードウェアに関する不具合と回避方法

Sun Crypto Accelerator 6000

Sun Crypto Accelerator (SCA) 6000ドライバの正しいバージョンを使用していない場
合は、SCA 6000のホットプラグ操作で、M4000/M5000サーバがパニックまたはハン
グアップを起こします。必要なbootstrapをアップデートしたあとのファームウェア
とSCA 6000ドライバのバージョン1.1によって、ホットプラグ操作がサポートされま
す。SCA6000ドライバのバージョン1.0はホットプラグをサポートしていないため、
ホットプラグ操作を行わないでください。

ハードウェアマニュアルの変更内容
ここでは、M4000/M5000 サーバのハードウェアマニュアルに関して、出版後に確認
された最新のハードウェアに関する情報やマニュアルの変更内容を示します。
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表 5-2 では、今後のマニュアルの変更内容を示します。

その他の情報

UPSコントローラー（UPC）の分岐接続

UPC 6分岐コネクターを使用すると、最大6台の無停電電源装置（UPS）を接続でき
ます。

UPC 6分岐コネクターの外観図を図 5-1に示します。

図 5-1 UPC 6 分岐コネクター

表 5-2 ハードウェアマニュアルの変更内容

マニュアル ページ 変更内容

SPARC Enterprise 
M4000/M5000 サーバ 
サービスマニュアル

B-1 表B.1のCPUモジュールの説明に、以下が追加されます。

eXtended System Board（XSB）ごとに少なくとも1個のCPUモ
ジュール（CPUM）が必要です。XSBは、CPU、メモリ、オプ
ションのI/Oを含みます。XSBは2つの論理構成のいずれか、すな
わち、Uni-XSBモードまたはQuad-XSBモードに設定できます。
Uni-XSBモードでは、M4000サーバは1つの構成可能なXSBを持
ち、M5000サーバは2つの個別に構成可能なXSBを持ちます。シ
ステム構成のルールの詳細については、『SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000サーバアドミニストレー
ションガイド』を参照してください。
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本体装置のUPCは、以下に説明している条件を満たせば、分岐コネクターを使用して
複数台のUPSに接続できます。ここでは、本体装置の、UPCの分岐接続の条件につい
て説明します。

接続できる場合

UPSと本体装置が以下の接続形態の場合には、信号ケーブルを接続できます。

■ 1台の本体装置に1台のUPSを接続する場合（図 5-2参照）

■ 1台の本体装置に複数台のUPSを接続する場合（図 5-3参照）

図 5-2 UPS と本体装置との信号ケーブルの接続
（1 台の本体装置に 1 台の UPS を接続する場合）

重要 – 1 台の本体装置に複数台の UPS を接続する場合、本体装置からの送出信号
（ER 信号）の条件によっては、信号ケーブルが接続できないことがあります。この接
続形態で接続する場合には、当社技術員にご相談ください。

図 5-3 UPS と本体装置との信号ケーブルの接続
（1 台の本体装置に複数台の UPS を接続する場合）

本体装置

本体装置
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接続できない場合

複数台の本体装置に1台のUPSを接続する場合（図 5-4参照）、UPSと本体装置との信
号ケーブルの接続はできません。

図 5-4 UPS と本体装置との信号ケーブルの接続ができない場合
（複数台の本体装置に 1 台の UPS を接続する場合）

本体装置 1

本体装置 n

信号ケーブル

(接続できません)
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第 章6

M8000/M9000 サーバのハードウェ
アに関する情報

ここでは、M8000/M9000サーバのハードウェアに関する特記事項や不具合について
説明します。

■ 留意点および制限事項
■ ハードウェアに関する不具合と回避方法
■ ハードウェアマニュアルの変更内容
■ その他の情報

留意点および制限事項

RAIDに対応した内蔵ドライブ接続カードを使用す
る場合の留意点

RAIDに対応した内蔵ドライブ接続カードを使用する場合は、XCP 1110以降のXSCF
ファームウェアが必要です。
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ハードウェアRAIDに関する留意点

ハードウェアRAIDを使用する場合の注意事項

■ 重要なデータやプログラムは定期的にバックアップを取ってください。故障に
よっては、ハードウェアRAIDを再構築し、バックアップメディアからの復元作業
が必要となる場合があります。

■ 停電時にデータを確実に保証するために、無停電電源装置（UPS） の使用を推奨
します。

■ コントローラー、データパスの二重化など、より高度な可用性を必要とされる場
合は、 専用のRAIDシステムを使用してください。

ハードウェアRAID構築／解除時の注意事項

■ ハードウェアRAIDの構築や解除を行うときには、ディスクドライブ内のデータは
保証されません。稼働中のシステムにハードウェアRAIDを新規構築する場合や、
構築したハードウェアRAIDをいったん解除する場合には、必ずデータのバック
アップを取ってください。ハードウェアRAID構築後に、新規インストール、また
はバックアップメディアからの復元作業が必要になります。

■ ハードウェアRAIDの構築または保守による同期には、無負荷状態において、300 
GBのディスクドライブで、約180分かかります。600 GBのディスクドライブで、
約360分かかります。

■ ハードウェアRAID構築中や同期中にシステムが再起動されると、構築／同期は最
初からやり直しとなります。

■ ハードウェアRAID化すると、RAIDボリュームは、元のディスクのサイズより小
さくなります。

ハードウェアRAID運用中の注意事項

RAIDコントローラーがディスクドライブを完全に故障と判断できず、システムス
ローダウンが発生する場合があります。この状態で保守を行う場合には、下記の手順
で行ってください。

1. ハードウェアRAIDを解除します。

2. ハードウェアRAIDのメンバーディスクをすべて交換します。

3. ハードウェアRAIDを再構築します。

4. バックアップメディアから復元作業を行います。
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raidctl(1M)コマンドに関する注意事項

raidctl(1M)コマンドの以下のオプションは、ハードウェアの仕様上サポートされ
ていないため、使用できません。

■ raidctl -C -r 1E（RAID 1E の作成）

■ raidctl -c -r 1E（RAID 1E の作成）

■ raidctl -a（ホットスペアディスクの設定）

■ raidctl -p（キャッシュの設定）

■ raidctl -C -z（ボリューム容量の指定）

DVDドライブ／ディスクの使用について

本体装置に搭載されているDVDドライブを使用する際の注意事項があります。以下
のウェブサイトから「SPARC EnterpriseでのDVDドライブ／ディスクの使用につい
て」を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/manual/

USBメモリの使用について

dumpconfig(8)、restoreconfig(8)、snapshot(8)コマンド実行時に、データの保
存先としてUSBメモリを指定する場合は、あらかじめ、媒体となるUSBメモリをご用
意ください。
なお、保存されたデータにはシステムに関する情報が含まれています。USBメモリを
ご利用になる場合には、セキュリティ保持の観点から、データが保存されたUSBメモ
リの管理について留意が必要となります。

現在販売されているすべてのメーカーのUSBメモリに対して、XSCFとの接続性およ
び動作を保証しているわけではありません。ご使用のUSBメモリによっては、XSCF
ファームウェアのエラーやリセットなどの異常が発生する場合も考えられます。その
ような異常が発生した場合には、ただちに、USBメモリの使用を中止してください。

XSCF用USBポートにUSBメモリを接続する場合は、直接、USBポートにUSBメモリ
を接続してください。USBハブやUSB延長ケーブルなどを介して接続すると、エラー
の要因となる場合があります。
第 6 章 M8000/M9000 サーバのハードウェアに関する情報 95



電源制御とオペレーターパネルのモードスイッチ
について

注 – RCI機能をご使用の前に、15ページの「RCI機能に関する留意点」を参照してく
ださい。

RCI機能によるリモート電源制御や自動電源制御機能（APCS）による電源制御を使
用する場合、オペレーターパネルのモードスイッチをServiceモードにすると、これ
らリモート電源制御や自動電源制御を無効にできます。

これにより、保守時に意図せず電源が投入または切断されないようにシステムを制御
できます。ただし、APCSによる電源の切断は、モードスイッチに関係なく無効にで
きません。保守作業を行う場合、事前にAPCSによる自動電源制御の運用を停止して
ください。

RCIまたは自動電源制御使用時にモードスイッチを切り替えると、システムが以下の
ように制御されます。

APCSをご使用の場合は、『Enhanced Support Facilityユーザーズガイド マシン管理
編 自動電源制御機能（追捕版）』を参照してください。

1027A-Z/X1027A-Zアダプタの制限事項

PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber XFP Low Profile Adapter (1027A-Z/X1027A-Z)
には、下記の上限が適用されます。

■ 各ドメインでは、6枚まで使用できます。
■ PCIボックスでは使用できません。

表 6-1 モードスイッチによる RCI および APCS 制御

機能 モードスイッチ

Locked Service

RCI リモート電源投入／切断を行うことが
できます。

リモート電源投入／切断を行うことが
できません。

APCS 電源投入／切断を行うことができま
す。

電源投入を行うことはできませんが、
電源切断を行うことはできます。
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4447A-Z/X4447A-Zアダプタの制限事項

PCIe Quad-port Gigabit Ethernet UTP Low Profile Adapter (4447A-Z/X4447A-Z)に
は、下記の上限が適用されます。

■ 各ドメインでは、8枚まで使用できます。
■ PCIボックスでは、4枚（各I/Oボートでは2枚）まで使用できます。

Emulex PCI Express（PCIe）アダプタのパッチ

以下のEmulex PCIeアダプタは、パッチ120222-26で提供されるドライバが必要で
す。

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Dual-Port Fibre Channel PCIe HBA  
(XSEFC402AF)

■ Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Single-Port Fibre Channel PCIe HBA  
(XSEFC401AF)

ハードウェアに関する不具合と回避方法

DVDドライブとcfgadmコマンド

Oracle Solaris OSのcfgadm(1M)コマンドでは、M8000/M9000サーバ上のドメインか
らDVDドライブの構成を解除できない場合があります。

cfgadm(1M)コマンドでDVDドライブの構成を解除する前には、ボリューム管理デー
モン（vold）を無効にしてください。voldを無効にするには、
/etc/init.d/volmgt stopコマンドを実行して、デーモンを止めてください。デ
バイスを取り付けるまたは取り外したあとは、/etc/init.d/volmgt startコマ
ンドを実行して、デーモンを再起動してください。

Sun Crypto Accelerator 6000

Sun Crypto Accelerator (SCA) 6000ドライバの正しいバージョンを使用していない場
合は、SCA 6000のホットプラグ操作で、M8000/M9000サーバがパニックまたはハン
グアップを起こします。必要なbootstrapをアップデートしたあとのファームウェア
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とSCA 6000ドライバのバージョン1.1によって、ホットプラグ操作がサポートされま
す。SCA6000ドライバのバージョン1.0はホットプラグをサポートしていないため、
ホットプラグ操作を行わないでください。

ハードウェアRAID機能
RAID技術は、複数の物理ディスクで構成される論理ボリュームの構築を可能にし、
データの冗長性を実現します。

RAIDに対応した内蔵ドライブ接続カードが搭載されたM8000/M9000サーバでは、
Oracle Solaris OS のraidctl ユーティリティーを使用して、RAID 1（ミラー化）ボ
リュームをサポートします。

注 – RAID対応の内蔵ドライブ接続カードの場合は、showhardconf(8) コマンドの
出力結果にType 2 と表示されます。

サポート条件

M8000/M9000サーバでのハードウェアRAID機能のサポート条件は、以下のとおりで
す。

         PCI#0 Name_Property:pci; Card_Type:IOUA;
            + Serial:PP0611T826  ; Type:2;
            + FRU-Part-Number:CA21138-B84X 010AE/371-5000-05      ;

表 6-2 ハードウェア RAID 機能のサポート条件

項目 説明

Oracle Solaris OS／
必須パッケージ／必須パッチ

Oracle Solaris 10 8/07 SUNWigb* 138174-04

Oracle Solaris 10 5/08から
Oracle Solaris 10 5/09

- 138174-04

Oracle Solaris 10 10/09
以降

- -

Oracle Solaris 11 11/11 - -

ESF（Enhanced Support 
Facility）／対応Oracle 
Solaris OS／必須パッチ

ESF 3.0以降 Oracle Solaris 10 914527-17
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ハードウェアマニュアルの変更内容
ここでは、M8000/M9000サーバのハードウェアマニュアルに関して、出版後に確認
された最新のハードウェアに関する情報やマニュアルの変更内容を示します。

表 6-3 では、マニュアルの変更内容を示します。

ESF 4.0 Oracle Solaris 11 T006481SP-01

XSCFファームウェア XCP 1110以降

RAIDレベル • RAID 1（IM: Integrated Mirror）のみサポート

• 1 RAIDボリュームあたり、2台のメンバーディスクで構成可

ディスクドライブ • RAIDボリューム内のメンバーディスクは、同一容量、 同一回転数のディスクド
ライブで構成

• Solid State Drive（SSD）は未サポート

RAIDボリューム数 内蔵ドライブ接続カード1枚あたり、最大1つのRAIDボリューム

*. SUNWigbパッケージが必要な場合は、担当営業へお問い合わせください。

なお、ハードウェアRAIDの留意点については、94ページの「ハードウェアRAIDに関す
る留意点」を参照してください。

表 6-3 ハードウェアマニュアルの変更内容

マニュアル ページ 変更内容

SPARC Enterprise 
M8000/M9000サーバ 設
置計画マニュアル

1-25 固定金具と耐震台足の手配仕様は、100ページの「耐震対策」を
参照してください。

表 6-2 ハードウェア RAID 機能のサポート条件（続き）

項目 説明
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その他の情報

耐震対策

M8000/M9000 サーバの地震による転倒を防止するために有効な、本体装置の固定方
法の例を紹介します。

床固定方式

耐震金具

■ 手配仕様：CA06620-H901

上記仕様で、以下の4 部品が手配できます。（ボルトは別手配です）

■ 固定金具：C230-4130-X514（x4）
■ ブッシュ：C230-4080-X003（x4）
■ 座金：F6-WB12-121（x4）
■ 座金：F6-WM12-121（x4）

■ ボルト：F6-B12-***121（ボルト径：M12）

***=ボルト長（mm）

ボルト長の指定が必要です。

注 – ボルト長は建屋構造によって異なるため、工事業者に相談してください。

耐震台足

■ 手配仕様：CA06620-H902

上記仕様で、以下の部品が手配できます。（ボルトは別手配です）

■ F6-DA6G（x4）

台足（高さ調整脚）を「F6-DA6G」に変更し、床下からボルト締めします。

■ ボルト径: M20

ボルト長さ: 15 mm ＋床の厚み
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注 – ボルト長は建屋構造によって異なるため、工事業者に相談してください。

図 6-1 固定金具によるレベリングフット固定例（M9000 サーバ）

装置前面

( 上面図 )

固定金具（C230-4130-X514）

単位 :mm( インチ )

レベリングフット

キャスター

固定金具

A-A 断面図

( 床 )

座金 (F6-WB12-121)
座金 (F6-WM12-121)

ブッシュ
(C230-4080-X003)

固定ボルト (F6-B12***-121)
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図 6-2 レベリングフットの直接固定例

免震台足方式

機器の台足（レベリングフット）を、免震台足（セーフット）：CA82001-3000に交
換します。（4個/1筐体）

運用については、富士通の工事部門へご相談ください。

セーフット適用時の注意事項

フリーアクセス床などにケーブル用または空調用開口を設ける場合、以下の間隔を確
保してください。

1. セーフット中心（台足中心）より105 mm以上

( 装置 )

レベリングフット

( 床 )

固定ボルト (F6-B12***-121)
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2.  キャスター中心より60 mm以上

図 6-3 装置下部とフリーアクセス床開口部の例

グランドプレート工法

IEC規格に準拠した共用接地設備では、他の電気機器、空調設備、エレベーターなど
から発生したノイズが共用接地線を介してシステムに侵入する可能性があります。
このようなノイズによる悪影響を防ぐため、グランドプレート工法を必要とする場合
があります。

以下に、この工法の要否判定、適用システム基準、および手配担当などを示します。

落下防止ワク

フリーアクセス床開口部60以上

キャスター

セーフット

105以上

単位 :mm
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グランドプレート工法の要否判定フローと手配担当

注 – グランドプレート工法の要否は、営業、SE、工事部門が互いに連携を取って判
定すること。

* 電技規格: 電気設備の技術基準（経済産業省出版）

グランドプレート手配、および設置担当

グランドプレートの手配、および設置作業は、工事部門にて行ってください。

グランドプレート仕様

手配仕様：CA80001-0287

サイズ

幅：0.32 m、長さ：4.02 m、厚さ：1.8 mm
（銅箔を高抵抗の導電シートで覆ったもの。表面色：グリーン）

設置する建物は、99年3月
以降に施工した建物か?

2. 情報処理システム
のアースを、どこ
から分岐するかの
判定

1. 情報処理システム
の設置場所が、
IEC60364に基づ
いた建物かの判定

IEC60364に基づいた建物か?

スタート

接地母線からの分岐か?

グランドプレートを適用する グランドプレートを適用しない

NO

（従来の電技規格*で
あれば適用不要）

注) OAフロアなどの
フリーアクセスでない
床への適用は不可

（主接地端子からの分
岐であれば適用不要）

NO

NO

YES

YES

YES
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UPSコントローラー（UPC）の分岐接続

UPC 6分岐コネクターを使用すると、最大6台の無停電電源装置（UPS）を接続でき
ます。

UPC 6分岐コネクターの外観図を図 6-4に示します。

図 6-4 UPC 6 分岐コネクター

本体装置のUPCは、以下に説明している条件を満たせば、分岐コネクターを使用して
複数台のUPSに接続できます。ここでは、本体装置の、UPCの分岐接続の条件につい
て説明します。

接続できる場合

UPSと本体装置が以下の接続形態の場合には、信号ケーブルを接続できます。

■ 1台の本体装置に1台のUPSを接続する場合（図 6-5参照）

■ 1台の本体装置に複数台のUPSを接続する場合（図 6-6参照）

図 6-5 UPS と本体装置との信号ケーブルの接続
（1 台の本体装置に 1 台の UPS を接続する場合）

本体装置
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重要 – 1 台の本体装置に複数台の UPS を接続する場合、本体装置からの送出信号
（ER 信号）の条件によっては、信号ケーブルが接続できないことがあります。この接
続形態で接続する場合には、当社技術員にご相談ください。

図 6-6 UPS と本体装置との信号ケーブルの接続
（1 台の本体装置に複数台の UPS を接続する場合）

接続できない場合

複数台の本体装置に1台のUPSを接続する場合（図 6-7参照）、UPSと本体装置との信
号ケーブルの接続はできません。

本体装置
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図 6-7 UPS と本体装置との信号ケーブルの接続ができない場合
（複数台の本体装置に 1 台の UPS を接続する場合）

本体装置 1

本体装置 n

信号ケーブル

(接続できません)
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